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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】画像の劣化を抑制することができる表示装置を
提供する。
【解決手段】表示装置は、画像表示パネルと光源部と画
像の入力信号に基づいて光源部の光の照射量を制御する
信号処理部２０とを有し、信号処理部２０は、仮伸長係
数を画素毎に算出する仮伸長係数算出部と、仮伸長係数
に基づき、光源部から照射される光の照射量の指標であ
る仮指標値を画素毎に算出する仮指標値算出部と、画像
表示パネルの画像表示面の所定領域において、彩度が所
定の彩度よりも小さい画素である低彩度画素を検出する
低彩度画素検出部７４と、低彩度画素検出部７４の検出
結果と、低彩度画素が表示する色の画質が維持されると
した画質維持基準値と、所定領域に含まれる画素の仮指
標値に基づき算出される指標値とに基づいて比較光照射
量を算出し、比較光照射量に基づいて所定領域に照射す
る光源部の光の照射量である光照射量を算出する光照射
量算出部７８とを有する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が二次元マトリクス状に配置された画像表示パネルと、
　前記画像表示パネルに光を照射する光源部と、
　画像の入力信号に基づいて前記画素を制御し、かつ、前記光源部の光の照射量を制御す
る信号処理部と、を有し、
　前記信号処理部は、 
　前記画像の入力信号を伸長するための仮の係数である仮伸長係数を前記画素毎に算出す
る仮伸長係数算出部と、
　前記仮伸長係数に基づき、前記光源部から照射される光の照射量を求めるための指標で
ある仮指標値を前記画素毎に算出する仮指標値算出部と、
　前記画像表示パネルの画像表示面を領域分けした複数の領域のうち少なくとも１つの領
域である所定領域において、前記入力信号に基づく彩度が所定の彩度よりも小さい画素で
ある低彩度画素を検出する低彩度画素検出部と、
　前記低彩度画素検出部の検出結果と、前記低彩度画素が表示する色の画質が維持される
とした画質維持基準値と、前記所定領域に含まれる画素の前記仮指標値に基づき算出され
る指標値とに基づいて比較光照射量を算出し、前記比較光照射量に基づいて、前記所定領
域に照射する前記光源部の光の照射量である光照射量を算出する光照射量算出部と、を有
する、表示装置。
【請求項２】
　前記信号処理部は、前記仮指標値が複数の画素において連続するかを判定し、前記仮指
標値が連続すると判定した場合、連続する画素の領域を塊と判定し、連続する画素の前記
仮指標値を前記塊の仮指標値に決定する塊算出部をさらに有し、
　前記指標値は、前記所定領域に含まれる塊における前記塊の仮指標値に基づき算出され
る、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記信号処理部は、前記仮指標値が複数の画素において連続するかを判定し、前記仮指
標値が連続すると判定した場合、連続する画素の領域を塊と判定し、連続する画素の前記
仮指標値を前記塊の仮指標値に決定する塊仮指標値算出部と、前記塊に含まれる画素の色
相に基づいて補正値を算出する補正値算出部と、前記塊の仮指標値及び前記補正値に基づ
いて塊の指標値を算出する塊指標値算出部と、をさらに有し、
　前記指標値は、前記所定領域に含まれる塊における前記塊の指標値に基づき算出される
、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記信号処理部は、さらに、前記低彩度画素検出部が検出した低彩度画素の数が所定の
閾値より大きいかを判断する低彩度画素数判定部を有し、
　前記光照射量算出部は、前記低彩度画素の数が前記所定の閾値より大きい場合は、前記
指標値と前記画質維持基準値とのうち光の照射量が大きくなる方の値を前記比較光照射量
とし、前記低彩度画素の数が前記所定の閾値以下である場合は、前記指標値を前記比較光
照射量とする、請求項２又は請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記信号処理部は、さらに、前記所定領域の画素毎の前記仮指標値に基づき、前記所定
領域の全画素に共通する光の照射量の指標を示す領域仮指標値を算出する領域仮指標値算
出部を有し、
　前記光照射量算出部は、前記比較光照射量と前記領域仮指標値とのうち光の照射量が大
きくなる方の値を前記光照射量とする、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記信号処理部は、さらに、前記低彩度画素における前記仮指標値に基づき、前記画質
維持基準値を算出する画質維持基準値算出部を有する、請求項１から請求項５のいずれか
１項に記載の表示装置。
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【請求項７】
　前記画質維持基準値算出部は、前記低彩度画素における前記仮指標値のうち、光の照射
量を最大にする前記仮指標値を、前記画質維持基準値とする、請求項６に記載の表示装置
。
【請求項８】
　前記画質維持基準値算出部は、前記仮指標値がとり得る数値範囲を複数の階級に分け、
前記低彩度画素の仮指標値を、度数分布により複数の前記階級に階級分けして、階級分け
された前記低彩度画素の数が所定の画素数以上である階級を検出し、検出した前記階級の
うち、前記階級の数値範囲に含有される数値が最大である最大階級を選択し、選択した前
記階級中の数値を前記画質維持基準値とする、請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記塊算出部は、前記低彩度画素からなる塊を検出し、前記低彩度画素に対応する塊の
仮指標値を前記画質維持基準値として、
　前記光照射量算出部は、前記指標値と前記画質維持基準値とのうち光の照射量が大きく
なる方の値を前記比較光照射量とする、請求項２に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記画素は、第１色を表示する第１副画素、第２色を表示する第２副画素、第３色を表
示する第３副画素、第４色を表示する第４副画素を有し、
　前記信号処理部は、
　前記入力信号の入力値を、前記第１色、前記第２色、前記第３色及び前記第４色で再現
される色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信号を前記画像表示パネルに出力
し、
　前記画素を伸長するための伸長係数を、前記光照射量に基づき算出し、
　各画素の前記第４副画素の出力信号を、前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の
入力信号、前記第３副画素の入力信号、及び前記伸長係数に基づいて求めて前記第４副画
素に出力し、
　各画素の前記第１副画素の出力信号を、前記第１副画素の入力信号、前記伸長係数及び
前記第４副画素の出力信号に基づいて求めて前記第１副画素に出力し、
　各画素の前記第２副画素の出力信号を、前記第２副画素の入力信号、前記伸長係数及び
前記第４副画素の出力信号に基づいて求めて前記第２副画素に出力し、
　各画素の前記第３副画素の出力信号を、前記第３副画素の入力信号、前記伸長係数及び
前記第４副画素の出力信号に基づいて求めて前記第３副画素に出力する、請求項１から請
求項９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の表示装置と、
　前記表示装置を制御する制御装置と、を有する電子機器。
【請求項１２】
　複数の画素が二次元マトリクス状に配置された画像表示パネルと、前記画像表示パネル
に光を照射する光源部と、画像の入力信号に基づいて前記画素を制御し、かつ、前記光源
部の光の照射を制御する信号処理部と、を有する表示装置の駆動方法であって、
　前記画像の入力信号を伸長するための仮の係数である仮伸長係数を前記画素毎に算出す
るステップと、
　前記仮伸長係数に基づき、前記光源部から照射される光の照射量を求めるための指標で
ある仮指標値を前記画素毎に算出するステップと、
　前記画像表示パネルの画像表示面を領域分けした複数の領域のうち少なくとも１つの領
域である所定領域において、前記入力信号に基づく彩度が所定の彩度よりも小さい画素で
ある低彩度画素を検出するステップと、
　前記低彩度画素検出部の検出結果と、前記低彩度画素が表示する色の画質が維持される
とした画質維持基準値と、前記所定領域に含まれる画素の前記仮指標値に基づき算出する
指標値とに基づいて比較光照射量を算出し、前記比較光照射量に基づいて、前記所定領域
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に照射する前記光源部の光の照射量である光照射量を算出するステップと、を有する、表
示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表示装置、電子機器及び表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話及び電子ペーパー等のモバイル機器向け等の表示装置の需要が高くなっ
ている。表示装置では、１つの画素が複数の副画素を備え、当該複数の副画素がそれぞれ
異なる色の光を出力し、当該副画素の表示のオン及びオフを切り換えることで、１つの画
素で種々の色を表示させている。このような表示装置は、解像度及び輝度といった表示特
性も年々向上してきている。しかし、解像度が高くなるにしたがって開口率が低下してく
るため、高輝度を達成しようとした場合、バックライトの輝度を高くする必要があり、バ
ックライトの消費電力が増大するという問題がある。
【０００３】
　これを改善するため、従来の赤、緑、青の副画素に第４の副画素である白画素を加える
技術がある（例えば、特許文献１）。この技術は、白画素が輝度を向上させる分、バック
ライトの電流値を下げ、消費電力を低減する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１０８５１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、バックライトからの輝度を低減する方法としては、画像の解析を行い、表示さ
れる画像の輝度や彩度に応じてバックライトの輝度を低下させ、消費電力を低減させる方
法がある。この場合、画像の入力信号を解析して、高輝度、高彩度な画像ではないと判断
した場合、バックライトの輝度を低下させる。しかし、例えば無彩色に近い低彩度の画像
は、バックライトの輝度を低下させることにより、明度の低下が観察者に認識されやすく
、画像の劣化が生じるおそれがある。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するために、画質の劣化を抑制し、かつ、消費電力を低減す
ることができる表示装置、電子機器及び表示装置の駆動方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の表示装置は、複数の画素が二次元マトリクス状に配置された画像表示パネルと
、前記画像表示パネルに光を照射する光源部と、画像の入力信号に基づいて前記画素を制
御し、かつ、前記光源部の光の照射量を制御する信号処理部と、を有し、前記信号処理部
は、前記画像の入力信号を伸長するための仮の係数である仮伸長係数を前記画素毎に算出
する仮伸長係数算出部と、前記仮伸長係数に基づき、前記光源部から照射される光の照射
量の指標である仮指標値を前記画素毎に算出する仮指標値算出部と、前記画像表示パネル
の画像表示面を領域分けした複数の領域のうち少なくとも１つの領域である所定領域にお
いて、前記入力信号に基づく彩度が所定の彩度よりも小さい画素である低彩度画素を検出
する低彩度画素検出部と、前記低彩度画素検出部の検出結果と、前記低彩度画素が表示す
る色の画質が維持されるとした画質維持基準値と、前記所定領域に含まれる画素の前記仮
指標値に基づき算出される指標値とに基づいて比較光照射量を算出し、前記比較光照射量
に基づいて、前記所定領域に照射する前記光源部の光の照射量である光照射量を算出する
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光照射量算出部と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、第１実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、第１実施形態に係る画像表示パネルの概念図である。
【図３】図３は、本実施形態に係る光源ユニットの説明図である。
【図４】図４は、画像表示パネルの画像表示面の領域を示す模式図である。
【図５】図５は、第１実施形態に係る信号処理部の構成の概要を示すブロック図である。
【図６】図６は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現ＨＳＶ色空間の概念図である。
【図７】図７は、再現ＨＳＶ色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。
【図８】図８は、塊の仮指標値の算出処理を説明するフローチャートである。
【図９】図９は、第１方向の塊の仮指標値の算出処理を説明するフローチャートである。
【図１０】図１０は、第１方向の塊の仮指標値の算出動作を説明するための説明図である
。
【図１１】図１１は、第１方向の塊の仮指標値の算出動作を説明するための説明図である
。
【図１２】図１２は、第１方向の塊の仮指標値の算出動作を説明するための説明図である
。
【図１３】図１３は、第２方向の塊の仮指標値の算出動作を説明するための説明図である
。
【図１４Ａ】図１４Ａは、塊の指標値の算出処理を説明するフローチャートである。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、色相補正値の算出処理の例を説明するための説明図である。
【図１５】図１５は、低彩度画素の検出処理の例を説明するための説明図である。
【図１６】図１６は、比較光照射量の算出処理を説明するフローチャートである。
【図１７】図１７は、光照射量の算出処理を説明するフローチャートである。
【図１８】図１８は、第１実施形態に係る処理を行った場合の表示を説明するための説明
図である。
【図１９】図１９は、第１実施形態に係る処理を行った場合の表示を説明するための説明
図である。
【図２０】図２０は、第１実施形態に係る処理を行った場合の表示を説明するための説明
図である。
【図２１】図２１は、第３実施形態に係る信号処理部の構成を示すブロック図である。
【図２２】図２２は、第３実施形態に係る信号処理部による比較光照射量の算出処理を説
明するフローチャートである。
【図２３】図２３は、第３実施形態に係る処理を行った場合の表示を説明するための説明
図である。
【図２４】図２４は、補正値調整項の算出処理の例を説明するための説明図である。
【図２５】図２５は、第１実施形態に係る表示装置を適用する電子機器の一例を示す図で
ある。
【図２６】図２６は、第１実施形態に係る表示装置を適用する電子機器の一例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあく
まで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想到
し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説明
をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に表
される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。ま
た、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一の
符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
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【００１０】
　（第１実施形態）
　（表示装置の全体構成）
　図１は、第１実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。図２は、
第１実施形態に係る画像表示パネルの概念図である。図１に示すように、第１実施形態の
表示装置１０は、信号処理部２０と、画像表示パネル駆動部３０と、画像表示パネル４０
と、光源駆動部５０と、光源ユニット６０とを有する。信号処理部２０は、制御装置１１
の画像出力部１２からの入力信号（ＲＧＢデータ）が入力され、入力信号に所定のデータ
変換処理を加えて生成した信号を表示装置１０の各部に送る。画像表示パネル駆動部３０
は、信号処理部２０からの信号に基づいて画像表示パネル４０の駆動を制御する。光源駆
動部５０は、信号処理部２０からの信号に基づいて光源ユニット６０の駆動を制御する。
光源ユニット６０は、光源駆動部５０の信号に基づいて画像表示パネル４０を背面から照
明する。画像表示パネル４０は、画像表示パネル駆動部３０からの信号及び光源ユニット
６０からの光により画像を表示させる。
【００１１】
　（画像表示パネルの構成）
　最初に、画像表示パネル４０の構成について説明する。図１及び図２に示すように、画
像表示パネル４０は、画素４８が、Ｐ０×Ｑ０個（第１方向にＰ０個、第２方向にＱ０個
）、２次元のマトリクス状（行列状）に配列されている。なお、第１方向は、水平方向（
行方向）であり、第２方向は、垂直方向（列方向）であるが、これに限られず、第１方向
が垂直方向であって第２方向が水平方向であってもよい。
【００１２】
　画素４８は、第１副画素４９Ｒと、第２副画素４９Ｇと、第３副画素４９Ｂと、第４副
画素４９Ｗとを有する。第１副画素４９Ｒは、第１色（例えば、赤色）を表示する。第２
副画素４９Ｇは、第２色（例えば、緑色）を表示する。第３副画素４９Ｂは、第３色（例
えば、青色）を表示する。第４副画素４９Ｗは、第４色（例えば、白色）を表示する。第
１色、第２色、第３色及び第４色は、赤色、緑色、青色及び白色に限られず、補色などで
もよく、互いに色が異なっていればよい。第４色を表示する第４副画素４９Ｗは、同じ光
源点灯量で照射された場合、第１色を表示する第１副画素４９Ｒ、第２色を表示する第２
副画素４９Ｇ、第３色を表示する第３副画素４９Ｂよりも輝度が高いことが好ましい。以
下において、第１副画素４９Ｒと、第２副画素４９Ｇと、第３副画素４９Ｂと、第４副画
素４９Ｗとをそれぞれ区別する必要がない場合、副画素４９という。また、副画素の配列
する位置を区別して記載する場合、例えば画素４８（ｐ，ｑ）の第４副画素を、第４副画
素４９Ｗ（ｐ，ｑ）と記載する。
【００１３】
　画像表示パネル４０は、カラー液晶表示パネルであり、第１副画素４９Ｒと画像観察者
との間に第１色を通過させる第１カラーフィルタが配置され、第２副画素４９Ｇと画像観
察者との間に第２色を通過させる第２カラーフィルタが配置され、第３副画素４９Ｂと画
像観察者との間に第３色を通過させる第３カラーフィルタが配置されている。また、画像
表示パネル４０は、第４副画素４９Ｗと画像観察者との間にカラーフィルタが配置されて
いない。第４副画素４９Ｗには、カラーフィルタの代わりに透明な樹脂層が備えられてい
てもよい。このように画像表示パネル４０は、透明な樹脂層を設けることで、第４副画素
４９Ｗにカラーフィルタを設けないことにより生じる第４副画素４９Ｗの大きな段差を抑
制することができる。
【００１４】
　（画像表示パネル駆動部の構成）
　図１及び図２に示すように、画像表示パネル駆動部３０は、信号出力回路３１及び走査
回路３２を有する。画像表示パネル駆動部３０は、信号出力回路３１によって映像信号を
保持し、順次、画像表示パネル４０に出力する。より詳しくは、信号出力回路３１は、信
号処理部２０からの出力信号に応じた所定の電位を有する画像出力信号を、画像表示パネ
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ル４０に出力する。信号出力回路３１は、信号線ＤＴＬによって画像表示パネル４０と電
気的に接続されている。走査回路３２は、画像表示パネル４０における副画素４９の動作
（光透過率）を制御するためのスイッチング素子（例えば、ＴＦＴ）のＯＮ／ＯＦＦを制
御する。走査回路３２は、配線ＳＣＬによって画像表示パネル４０と電気的に接続されて
いる。
【００１５】
　（光源駆動部及び光源部の構成）
　光源ユニット６０（光源部）は、画像表示パネル４０の背面に配置され、画像表示パネ
ル４０に向けて光を照射することで、画像表示パネル４０を照明する。図３は、本実施形
態に係る光源ユニットの説明図である。光源ユニット６０は、導光板６１と、導光板６１
の少なくとも一側面を入射面Ｅとして、この入射面Ｅに対向する位置に、複数の光源６２
Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆを配列したサイドライト光源６２と、を
備えている。複数の光源６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆは、例えば
、同色（例えば、白色）の発光ダイオード（ＬＥＤ：Light　Emitting　Diode）である。
複数の光源６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆは、導光板６１の一側面
に沿って並んでおり、光源６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆが並ぶ光
源配列方向をＬＹとした場合、光源配列方向ＬＹに直交する入光方向ＬＸに向けて、入射
面Ｅから導光板６１へ光源６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆの入射光
が入光する。
【００１６】
　光源駆動部５０は、光源ユニット６０が出力する光の光量等を制御する。具体的には、
光源駆動部５０は、信号処理部２０から出力される面状光源装置制御信号ＳＢＬに基づい
て光源ユニット６０に供給する電流又はデューティ比（ｄｕｔｙ比）を調整することで、
画像表示パネル４０を照射する光の照射量（光の強度）を制御する。そして、光源駆動部
５０は、図３に示す複数の光源６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆに対
して個々に独立して電流又はデューティ比（ｄｕｔｙ比）を制御し、各光源６２Ａ、６２
Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆの照射する光の光量（光の強度）を制御する、光
源の分割駆動制御をすることができる。
【００１７】
　導光板６１は、光源配列方向ＬＹに現れる両端面で光の反射が生じるため、光源配列方
向ＬＹに現れる両端面に近い、光源６２Ａ及び光源６２Ｆが照射する光の強度分布と、光
源６２Ａ及び光源６２Ｆの間に配置される、例えば光源６２Ｃが照射する光の強度分布が
異なっている。このため、本実施形態に係る光源駆動部５０は、図３に示す複数の光源６
２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆに対して個々に独立して電流又はデュ
ーティ比（ｄｕｔｙ比）を制御し、各光源６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び
６２Ｆの光強度分布に応じて照射する光の光量（光の強度）を制御する必要がある。
【００１８】
　光源ユニット６０は、光源６２Ａ～６２Ｆの入射光が光源配列方向ＬＹに直交する入光
方向ＬＸに向けて照射され、入射面Ｅから導光板６１に入る。導光板６１に入射した光は
、拡散しながら入射方向ＬＸに進む。導光板６１は、光源６２Ａ～６２Ｆから照射され入
射した光を画像表示パネル４０を背面から照明する照明方向ＬＺへ照射する。本実施形態
において、照明方向ＬＺは、光源配列方向ＬＹと、入光方向ＬＸとに直交する。
【００１９】
　図４は、画像表示パネルの画像表示面の領域を示す模式図である。画像表示パネル４０
が画像を表示する面である画像表示面は、光源６２Ａ～６２Ｆの配置に応じて、仮想的に
複数に領域分けされている。図４に示すように、画像表示パネル４０の画像表示面は、画
像表示領域４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃ、４１Ｄ、４１Ｅ、４１Ｆを有する。画像表示領域４
１Ａは、光源６２Ａに対応し、光源６２Ａにより光が照射される領域である。同様に、画
像表示領域４１Ｂ、４１Ｃ、４１Ｄ、４１Ｅ、４１Ｆは、それぞれ光源６２Ｂ、６２Ｃ、
６２Ｄ、６２Ｅ、６２Ｆに対応し、光源６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ、６２Ｆにより
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光が照射される領域である。なお、画像表示領域４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃ、４１Ｄ、４１
Ｅ、４１Ｆは、以下、画像表示領域４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃ、４１Ｄ、４１Ｅ、４１Ｆを
互いに区別しない場合は、適宜画像表示領域４１と記載する。画像表示領域４１は、光源
６２Ａ、６２Ｂ、６２Ｃ、６２Ｄ、６２Ｅ及び６２Ｆにそれぞれ対応するものであれば、
数及び面積は任意である。例えば、画像表示領域４１は、１つであって、画像表示パネル
４０の画像表示面の全体の領域であってもよい。すなわち、画像表示領域４１は、画像表
示パネル４０の画像表示面を領域分けした複数の領域のうち少なくとも１つの領域である
所定の領域である。
【００２０】
　（信号処理部の構成）
　信号処理部２０は、制御装置１１から入力される入力信号を処理して出力信号を生成す
る。信号処理部２０は、赤色（第１色）、緑色（第２色）、青色（第３色）の色を組み合
わせて表示させる入力信号の入力値を、赤色（第１色）、緑色（第２色）、青色（第３色
）及び白色（第４色）で再現される拡大色空間（第１実施形態ではＨＳＶ色空間）の再現
値（出力信号）に変換して生成する。そして、信号処理部２０は、生成した出力信号を画
像表示パネル駆動部３０に出力する。拡大色空間については後述する。なお、第１実施形
態において、拡大色空間はＨＳＶ色空間であるが、これに限られずＸＹＺ色空間、ＹＵＶ
空間その他の座標系でもよい。また、信号処理部２０は、光源駆動部５０に出力する光源
制御信号ＳＢＬも生成する。
【００２１】
　図５は、第１実施形態に係る信号処理部の構成の概要を示すブロック図である。図５に
示すように、信号処理部２０は、仮α１算出部７１（仮伸長係数算出部）、仮１／α１算
出部（仮指標値算出部）７２、塊算出部７３、低彩度画素検出部７４、低彩度画素数判定
部７５、画質維持基準値算出部７６、領域仮１／α４算出部７７（領域仮指標値算出部）
、光照射量算出部７８、α６算出部７９、及び出力信号生成部８０を有する。信号処理部
２０のこれらの各部は、互いに独立したもの（回路等）でもよく、互いに共通するもので
あってもよい。
【００２２】
　仮α１算出部７１は、制御装置１１から画像の入力信号を取得し、入力信号を伸長する
ための仮の係数である仮伸長係数α１を画素４８毎に算出する。仮α１算出部７１は、画
像表示パネル４０中の全画素４８について、仮伸長係数α１を算出する。仮α１算出部７
１は、画素４８毎に、入力信号に基づいて表示する色の彩度、及び明度を算出し、それら
に基づき仮伸長係数α１を算出する。また、仮α１算出部７１は、画素４８毎に、入力信
号に基づいて表示する色の色相を算出する。仮α１算出部７１による仮伸長係数α１の算
出方法及び色相の算出方法については、後述する。
【００２３】
　仮１／α１算出部７２は、各画素４８の仮伸長係数α１の情報を取得し、各画素４８の
仮伸長係数α１に基づき、画素４８毎に仮指標値１／α１を算出する。仮１／α１算出部
７２は、画像表示パネル４０中の全画素４８について、仮指標値１／α１を算出する。仮
指標値１／α１は、光源ユニット６０が照射する光の照射量を求めるための指標である。
第１実施形態における仮指標値１／α１は、値が大きくなるほど光源ユニット６０の光源
点灯量が大きくなり（光の照射量の削減率が小さくなり）、値が小さくなるほど光源ユニ
ット６０の光源点灯量が小さくなる（光の照射量の削減率が大きくなる）。仮指標値１／
α１は、値が１／α１である。すなわち、画素４８の仮指標値１／α１の値は、その画素
４８における仮伸長係数α１の逆数となる。
【００２４】
　塊算出部７３は、仮指標値１／α１が複数の画素４８において連続するかを判定し、仮
指標値１／α１が連続すると判定した場合、連続する画素４８の領域を塊と判定し、連続
する画素４８の仮指標値１／α１を塊の仮指標値１／α２に決定する。塊算出部７３は、
塊の仮指標値１／α２に基づき、塊の指標値１／α３を算出する。より詳しくは、塊算出
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部７３は、塊仮１／α２算出部９２（塊仮指標値算出部）、補正値算出部９４、及び塊１
／α３算出部９６（塊指標値算出部）を有する。
【００２５】
　塊仮１／α２算出部９２は、仮指標値１／α１の情報を取得し、仮指標値１／α１が複
数の画素４８において連続するかを判定し、仮指標値１／α１が連続すると判定した場合
、連続する画素４８の領域を塊と判定することにより、対象の画素表示領域４１中の塊を
検出する。また、塊仮１／α２算出部９２は、連続する画素４８の仮指標値１／α１を塊
の仮指標値１／α２に決定する。すなわち、塊とは、連続する仮指標値１／α１を有する
複数の画素４８の画素群である。また、塊の仮指標値１／α２は、塊を構成する画素４８
における光源ユニット６０の光の照射量を求めるための仮の指標である。従って、塊の仮
指標値１／α２は、仮指標値１／α１と対応する値である。さらにいえば、塊の仮指標値
１／α２と仮指標値１／α１とが同じ値であれば、その値に基づいて光源ユニット６０に
光を照射させた場合、光の照射量が同じとなる。塊仮１／α２算出部９２の塊の仮指標値
１／α２算出処理については、後述する。
【００２６】
　補正値算出部９４は、塊仮１／α２算出部９２が検出した塊の情報、及び各画素４８の
色相の情報を取得し、塊を構成する画素４８の色相を算出する。そして、補正値算出部９
４は、塊を構成する画素４８の色相に基づき、塊の仮指標値１／α２を補正するための補
正値としての色相補正値ＣＶを算出する。なお、補正値算出部９４は、仮α１算出部７１
が算出した各画素４８の色相の情報を取得するが、入力信号に基づき塊を構成する画素４
８の色相を算出してもよい。
【００２７】
　塊１／α３算出部９６は、塊の仮指標値１／α２の情報、及びその塊の色相補正値ＣＶ
を取得する。塊１／α３算出部９６は、塊の仮指標値１／α２及びその塊の色相補正値Ｃ
Ｖに基づき、塊の指標値１／α３を算出する。塊の指標値１／α３は、塊を構成する画素
４８における光源ユニット６０の光の照射量を求めるための指標である。従って、塊の指
標値１／α３は、塊の仮指標値１／α２と対応する値である。さらにいえば、塊の指標値
１／α３と塊の仮指標値１／α２とが同じ値であれば、その値に基づいて光源ユニット６
０に光を照射させた場合、光の照射量が同じとなる。
【００２８】
　以上のように、塊の指標値１／α３は、塊の仮指標値１／α２に基づき算出され、さら
に、画素４８毎の仮指標値１／α１に基づき算出されるものであり、光源ユニット６０の
光の照射量を求めるための指標である指標値であるともいえる。
【００２９】
　低彩度画素検出部７４は、仮α１算出部７１から、対象の画素表示領域４１中の画素４
８の彩度の情報を取得し、対象の画素表示領域４１における低彩度画素４８Ｌを検出する
。ここで、低彩度画素４８Ｌとは、入力信号に基づいて求められる彩度が所定の彩度値よ
り小さい画素４８のことであるが、詳細は後述する。なお、低彩度画素検出部７４は、入
力信号に基づき、対象の画素表示領域４１中の画素４８の彩度を算出してもよい。
【００３０】
　低彩度画素数判定部７５は、低彩度画素検出部７４から対象の画素表示領域４１におけ
る低彩度画素４８Ｌの情報を取得し、対象の画素表示領域４１中における低彩度画素４８
Ｌの数が、所定の閾値より大きいかを判定する。所定の閾値は、利用環境等の外的要因に
より異なるため、例えば外的要因に応じて任意に設定することができる。
【００３１】
　画質維持基準値算出部７６は、低彩度画素検出部７４から対象の画素表示領域４１にお
ける低彩度画素４８Ｌの情報を取得する。また、画質維持基準値算出部７６は、仮１／α

１算出部７２から、対象の画素表示領域４１中の画素４８における仮指標値１／α１の情
報を取得する。画質維持基準値算出部７６は、低彩度画素４８Ｌの情報及び仮指標値１／
α１の情報から、画質維持基準値を算出する。画質維持基準値とは、低彩度画素４８Ｌが
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表示する色の画質が維持されるとした基準値である。さらに言えば、画質維持基準値は、
光源ユニット６０の光の照射量の値が画質維持基準値以上であれば、低彩度画素４８Ｌが
表示する色の画質が維持されるとして、信号処理部２０が算出又は取得した値である。す
なわち、画質維持基準値は、信号処理部２０により算出された値でもよく、設定値を取得
したものであってもよい。
【００３２】
　領域仮１／α４算出部７７は、対象の画素表示領域４１中の画素４８における仮指標値
１／α１の情報を取得し、対象の画素表示領域４１中の全画素４８に共通する領域仮指標
値１／α４を算出する。領域仮指標値１／α４は、対象の画素表示領域４１への光源ユニ
ット６０の光の照射量を求めるための指標である。従って、領域仮指標値１／α４は、仮
指標値１／α１と対応する値である。さらにいえば、領域仮指標値１／α４と仮指標値１
／α１とが同じ値であれば、その値に基づいて光源ユニット６０に光を照射させた場合、
光の照射量が同じとなる。領域仮１／α４算出部７７による領域仮指標値１／α４の算出
処理は後述する。
【００３３】
　光照射量算出部７８は、塊の指標値１／α３と、低彩度画素数判定部７５の判定結果と
、画質維持基準値とに基づいて比較光照射量１／α５を算出し、比較光照射量１／α５に
基づいて、光照射量１／α６を算出する。ここで、比較光照射量１／α５は、対象の画素
表示領域４１への光源ユニット６０の光の照射量を求めるための指標である。また、光照
射量１／α６は、対象の画素表示領域４１への光源ユニット６０の光の照射量を示す値で
ある。比較光照射量１／α５及び光照射量１／α６は、仮指標値１／α１と対応する値で
ある。さらにいえば、比較光照射量１／α５と仮指標値１／α１とが同じ値であれば、そ
の値に基づいて光源ユニット６０に光を照射させた場合、光の照射量が同じとなる。同様
に、光照射量１／α６と仮指標値１／α１とが同じ値であれば、その値に基づいて光源ユ
ニット６０に光を照射させた場合、光の照射量が同じとなる。
【００３４】
　光照射量算出部７８は、比較１／α５部９７と１／α６決定部９８とを有する。比較１
／α５部９７は、低彩度画素数判定部７５から、対象の画素表示領域４１中における低彩
度画素４８Ｌの数が、所定の閾値より大きいかの判定結果を取得する。また、比較１／α

５部９７は、塊１／α３算出部９６から、塊の指標値１／α３の情報を取得する。また、
比較１／α５部９７は、画質維持基準値算出部７６から、画質維持基準値の情報を取得す
る。比較１／α５部９７は、低彩度画素数判定部７５の判定結果、塊の指標値１／α３、
及び画質維持基準値に基づき、対象の画素表示領域４１の比較光照射量１／α５を算出す
る。より詳しくは、比較１／α５部９７は、低彩度画素４８Ｌの数が所定の閾値より大き
い場合は、塊の指標値１／α３と画質維持基準値とのうち値が大きい方（光源ユニット６
０による光の照射量が大きい方）を、比較光照射量１／α５とする。また、比較１／α５

部９７は、低彩度画素４８Ｌの数が前記所定の閾値以下である場合は、塊の指標値１／α

３を比較光照射量１／α５とする。
【００３５】
　１／α６決定部９８は、領域仮１／α４算出部７７から、対象の画素表示領域４１にお
ける領域仮指標値１／α４の情報を取得する。また、１／α６決定部９８は、比較１／α

５部９７から、対象の画素表示領域４１における比較光照射量１／α５の情報を取得する
。１／α６決定部９８は、対象の画素表示領域４１における領域仮指標値１／α４と比較
光照射量１／α５とに基づき、対象の画素表示領域４１における光照射量１／α６を算出
する。より詳しくは、１／α６決定部９８は、領域仮指標値１／α４と比較光照射量１／
α５とのうち値が大きい方（光源ユニット６０による光の照射量が大きい方）を、対象の
画素表示領域４１における光照射量１／α６とする。
【００３６】
　１／α６決定部９８は、算出した対象の画素表示領域４１における光照射量１／α６の
情報を、光源制御信号ＳＢＬとして、光源駆動部５０に出力する。光源駆動部５０は、対
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象の画素表示領域４１に光を照射するサイドライト光源６２の光の照射量を、光照射量１
／α６に対応する照射量となるように制御する。
【００３７】
　α６算出部７９は、１／α６決定部９８から、光照射量１／α６の情報を取得する。α

６算出部７９は、光照射量１／α６の値に基づき、対象の画素表示領域４１中の画素４８
に対応する入力信号を伸長するための伸長係数α６を算出する。伸長係数α６は、光照射
量１／α６の逆数である。また、伸長係数α６は、対象の画素表示領域４１中の全画素４
８に共通する値である。
【００３８】
　出力信号生成部８０は、α６算出部７９から伸長係数α６の情報を取得する。出力信号
生成部８０は、伸長係数α６の値及び入力信号に基づき、対象の画素表示領域４１中の画
素４８に所定の色を表示させるための出力信号を生成する。出力信号生成部８０は、生成
した出力信号を、画像表示パネル駆動部３０に出力する。出力信号生成部８０による出力
信号の生成処理は、後述する。
【００３９】
　（表示装置の処理動作）
　（仮指標値の算出処理）
　次に、表示装置１０の処理動作のうち、仮指標値１／α１の算出処理について説明する
。上述のように、仮指標値１／α１は、仮伸長係数α１に基づき算出される。図６は、本
実施形態の表示装置で再現可能な再現ＨＳＶ色空間の概念図である。図７は、再現ＨＳＶ
色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。
【００４０】
　ここで、表示装置１０は、画素４８に第４色（白色）を出力する第４副画素４９Ｗを備
えることで、図６に示すように、再現される色空間（第１実施形態では、ＨＳＶ色空間）
における明度のダイナミックレンジが広げられている。つまり、図６に示すように、表示
装置１０が再現する拡大色空間は、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素
４９Ｂで表示できる円柱形状の色空間の上に、彩度が高くなるほど明度の最大値が低くな
る、彩度軸と明度軸とを含む断面における形状が、斜辺が曲線となる略台形形状となる立
体が載っている形状となる。第４色（白色）を加えることで拡大された拡大色空間（第１
実施形態では、ＨＳＶ色空間）における彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖmax（Ｓ）が
、信号処理部２０に記憶されている。つまり、信号処理部２０は、図６に示す拡大色空間
の立体形状について、彩度と色相の座標（値）毎に明度の最大値Ｖmax（Ｓ）の値を記憶
している。ここで、入力信号は、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４
９Ｂの入力信号で構成されているため、入力信号の色空間は、円柱形状、つまり、拡大色
空間の円柱形状部分と同じ形状となる。
【００４１】
　仮伸長係数α１は、入力信号を伸長して、出力信号により再現する色空間を拡大色空間
に拡大するための仮の値である。信号処理部２０は、仮α１算出部７１により、対象の画
素表示領域４１中の画素４８における副画素４９の入力信号値に基づき、これらの画素４
８における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、仮伸長係数α１を算出する。
【００４２】
　ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ及びＶ（Ｓ）＝
Ｍａｘで表される。彩度Ｓは０から１までの値をとることができ、明度Ｖ（Ｓ）は０から
（２ｎ－１）までの値をとることができ、ｎは表示階調ビット数である。また、Ｍａｘは
、画素への第１副画素４９Ｒの入力信号値、第２副画素４９Ｇの入力信号値及び第３副画
素４９Ｂの入力信号値の３つの副画素の入力信号値の最大値である。Ｍｉｎは、画素への
第１副画素４９Ｒの入力信号値、第２副画素４９Ｇの入力信号値及び第３副画素４９Ｂの
入力信号値の３つの副画素の入力信号値の最小値である。また、色相Ｈは、図７に示すよ
うに０°から３６０°で表される。０°から３６０°に向かって、赤（Ｒｅｄ）、黄色（
Ｙｅｌｌｏｗ）、緑（Ｇｒｅｅｎ）、シアン（Ｃｙａｎ）、青（Ｂｌｕｅ）、マゼンタ（
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Ｍａｇｅｎｔａ）、赤となる。
【００４３】
　信号処理部２０は、表示する画像の情報である入力信号が制御装置１１から入力される
。入力信号は、各画素に対して、その位置で表示する画像（色）の情報を入力信号として
含んでいる。具体的には、第（ｐ，ｑ）番目の画素（但し、１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）
に対して、信号値がｘ１－（ｐ，ｑ）の第１副画素の入力信号、信号値がｘ２－（ｐ，ｑ

）の第２副画素の入力信号、及び、信号値がｘ３－（ｐ，ｑ）の第３副画素の入力信号が
含まれる信号が信号処理部２０に入力される。
【００４４】
　一般に、第（ｐ，ｑ）番目の画素において、円柱のＨＳＶ色空間における入力色の彩度
（Saturation）Ｓ（ｐ，ｑ）、明度（Value）Ｖ（Ｓ）（ｐ，ｑ）は、第１副画素の入力
信号（信号値ｘ１－（ｐ，ｑ））、第２副画素の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ，ｑ））及
び第３副画素の入力信号（信号値ｘ３－（ｐ，ｑ））に基づき、次の式（１）及び式（２
）より求めることができる。
【００４５】
　Ｓ（ｐ，ｑ）＝（Ｍａｘ（ｐ，ｑ）－Ｍｉｎ（ｐ，ｑ））／Ｍａｘ（ｐ，ｑ）・・・（
１）
　Ｖ（Ｓ）（ｐ，ｑ）＝Ｍａｘ（ｐ，ｑ）・・・（２）
【００４６】
　ここで、Ｍａｘ（ｐ，ｑ）は、（ｘ１－（ｐ，ｑ）、ｘ２－（ｐ，ｑ）、ｘ３－（ｐ，

ｑ））の３個の副画素４９の入力信号値の最大値であり、Ｍｉｎ（ｐ，ｑ）は、（ｘ１－

（ｐ，ｑ）、ｘ２－（ｐ，ｑ）、ｘ３－（ｐ，ｑ））の３個の副画素４９の入力信号値の
最小値である。第１実施形態ではｎ＝８とした。すなわち、表示階調ビット数を８ビット
（表示階調の値を０から２５５の２５６階調）とした。
【００４７】
　信号処理部２０は、対象の画像表示領域４１中の各画素４８の明度Ｖ（Ｓ）（ｐ，ｑ）

及び拡大色空間のＶｍａｘ（Ｓ）に基づき、次の式（３）により仮伸長係数α１を算出す
る。仮伸長係数α１は、画素４８毎に異なる値をとる場合がある。
【００４８】
　α１（ｐ，ｑ）＝Ｖｍａｘ（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）（ｐ，ｑ）・・・（３）
【００４９】
　また、信号処理部２０は、仮α１算出部７１により、第（ｐ，ｑ）番目の画素４８の色
相を、次の式（４）により算出する。
【００５０】
【数１】

【００５１】
　信号処理部２０は、仮１／α１算出部７２により、α１（ｐ，ｑ）の逆数を算出し、算
出したα１（ｐ，ｑ）の逆数を、第（ｐ，ｑ）番目の画素４８の仮指標値１／α１（ｐ，

ｑ）とする。信号処理部２０は、このようにして、各画素４８の仮指標値１／α１を算出
する。
【００５２】
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　（塊の指標値の算出処理）
　次に、表示装置１０の処理動作のうち、塊の指標値１／α３の算出処理について説明す
る。最初に、塊仮１／α２算出部９２により塊の仮指標値１／α２の算出処理について説
明する。図８は、塊の仮指標値の算出処理を説明するフローチャートである。
【００５３】
　まず、塊仮１／α２算出部９２は、画素４８の仮指標値１／α１に基づいて、対象の画
像表示領域４１における第１方向の塊の仮指標値１／α２を算出しつつ（ステップＳ１０
）、対象の画像表示領域４１における第２方向の塊の仮指標値１／α２を算出する（ステ
ップＳ１１）。なお、ステップＳ１０とステップＳ１１の処理は、後述する。ここで、ス
テップＳ１０の処理とステップＳ１１の処理は並行して行ってもよいし、順番に行っても
よい。ここで、第１方向とは、画像を画像表示パネル４０に書き込む際の書き込み位置が
移動する方向である。つまり、データの処理時に信号が処理される画素の移動方向が第１
方向となる。第２方向は第１方向に直交する方向である。
【００５４】
　塊仮１／α２算出部９２は、第１方向、第２方向の塊の仮指標値１／α２を算出したら
、第１方向の塊の仮指標値１／α２＞第２方向の塊の仮指標値１／α２であるかを判定す
る（ステップＳ１２）。塊仮１／α２算出部９２は、第１方向の塊の仮指標値１／α２＞
第２方向の塊の仮指標値１／α２である（ステップＳ１２でＹｅｓ）と判定した場合、第
１方向の塊の仮指標値１／α２を、対象の画像表示領域４１における塊の仮指標値１／α

２に決定し（ステップＳ１３）、本処理を終了する。塊仮１／α２算出部９２は、第１方
向の塊の仮指標値１／α２＞第２方向の塊の仮指標値１／α２ではない（ステップＳ１２
でＮｏ）、つまり第１方向の塊の仮指標値１／α２≦第２方向の塊の仮指標値１／α２で
あると判定した場合、第１方向の塊の仮指標値１／α２＜第２方向の塊の仮指標値１／α

２であるかを判定する（ステップＳ１４）。
【００５５】
　塊仮１／α２算出部９２は、第１方向の塊の仮指標値１／α２＜第２方向の塊の仮指標
値１／α２である（ステップＳ１４でＹｅｓ）と判定した場合、第２方向の塊の仮指標値
１／α２を対象の画像表示領域４１における塊の仮指標値１／α２に決定し（ステップＳ
１５）、本処理を終了する。つまり、塊仮１／α２算出部９２は、第１方向と第２方向と
の大きい方の塊の仮指標値１／α２を、塊の仮指標値１／α２に設定する。塊仮１／α２

算出部９２は、第１方向の塊の仮指標値１／α２＜第２方向の塊の仮指標値１／α２では
ない（ステップＳ１４でＮｏ）と判定した場合、つまり、第１方向の塊の仮指標値１／α

２＝第２方向の塊の仮指標値１／α２である場合、色相の優先順位に基づいて対象の画像
表示領域４１における塊の仮指標値１／α２を決定する。具体的には、第１方向の塊の仮
指標値１／α２と第２方向の塊の仮指標値１／α２とのうち、色相優先順位の高い方の塊
の仮指標値１／α２を塊の仮指標値１／α２とする。優先順位としては、優先順位が高い
順に、黄、黄緑、シアン、緑、マゼンタ、バイオレット、赤、青の順が例示される。
【００５６】
　図９は、第１方向の塊の仮指標値の算出処理を説明するフローチャートである。本実施
形態の塊仮１／α２算出部９２は、画像表示パネル４０に対応する全ての画素４８から抽
出したサンプリング点の画素の仮指標値１／α１を用いて解析を行い、第１方向の塊の仮
指標値１／α２を決定する。サンプリング点の画素について解析を行うことで、演算処理
を低減することができる。また、サンプリング点は、所定の画素間隔で設けることが好ま
しい。また、サンプリング点は、第１方向、第２方向にずれていてもよいし、重なる位置
でもよい。
【００５７】
　塊仮１／α２算出部９２は、サンプリング点の仮指標値１／α１を抽出し（ステップＳ
２２）、仮指標値１／α１＞閾値であるかを判定する（ステップＳ２４）。ここで、閾値
としては、仮指標値１／α１として、塊検出の考慮が必要ない（本実施形態の調整が必要
ない）範囲と判定するための基準であり、８‘ｈ４０が例示される。塊仮１／α２算出部
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９２は、仮指標値１／α１≦閾値である（ステップＳ２４でＮｏ）と判定した場合、ステ
ップＳ３４に進む。
【００５８】
　塊仮１／α２算出部９２は、仮指標値１／α１＞閾値である（ステップＳ２４でＹｅｓ
）と判定した場合、第１方向に隣接するサンプリング点の仮指標値１／α１を抽出し（ス
テップＳ２６）、仮指標値１／α１が連続しているかを判定する（ステップＳ２８）。こ
こで、塊仮１／α２算出部９２は、仮指標値１／α１を複数の範囲で分割し、比較するサ
ンプリング点の仮指標値１／α１が分割された範囲のうち同じ範囲に入っているかで連続
するかを判定する。なお、分割する数、範囲の大きさは任意に設定することができる。ま
た、塊仮１／α２算出部９２は、仮指標値１／α１が一致するかで連続するかを判定して
もよいし、当該サンプリング点の仮指標値１／α１が、比較する仮指標値１／α１の範囲
と同じか大きかった場合、連続すると判定してもよい。また、塊仮１／α２算出部９２は
、２以上の設定した数以上のサンプリング点の仮指標値１／α１が連続している場合、連
続していると判定してもよい。
【００５９】
　塊仮１／α２算出部９２は、仮指標値１／α１が連続していない（ステップＳ２８でＮ
ｏ）と判定した場合、サンプリングのフラグを保持し、連続検出信号をリセットし（ステ
ップＳ３０）、ステップＳ３４に進む。連続検出信号は、サンプリング点が連続している
間ＯＮとなる信号である。塊仮１／α２算出部９２は、仮指標値１／α１が連続している
（ステップＳ２８でＹｅｓ）と判定した場合、前回の仮指標値１／α１と今回の仮指標値
１／α１を比較し、大きい方の仮指標値１／α１とそのフラグを保持し（ステップＳ３２
）、ステップＳ３４に進む。
【００６０】
　塊仮１／α２算出部９２は、サンプリング点の判定を行ったら、画像表示領域４１の第
１方向における境界に到達しているかを判定する（ステップＳ３４）。塊仮１／α２算出
部９２は、画像表示領域４１の第１方向における境界に到達していない（ステップＳ３４
でＮｏ）と判定した場合、ステップＳ２２に戻り、次のサンプリング点について、上述と
同様の処理を行う。このように、画像表示領域４１の第１方向における境界に到達するま
で処理を繰り返す。塊仮１／α２算出部９２は、第１方向の画像表示領域４１の境界に到
達している（ステップＳ３４でＹｅｓ）と判定した場合、画像の境界、つまり画像表示パ
ネル４０の端の画素４８まで到達したかを判定する（ステップＳ３６）。
【００６１】
　塊仮１／α２算出部９２は、画像の境界に到達していない（ステップＳ３６でＮｏ）と
判定した場合、仮指標値１／α１とフラグを持ち越し（ステップＳ３８）、ステップＳ２
２に戻る。塊仮１／α２算出部９２は、画像の境界に到達している（ステップＳ３６でＹ
ｅｓ）と判定した場合、第１方向の塊検出を終了するか、つまり、画像の全面のサンプリ
ング点について処理を行ったかを判定する（ステップＳ４０）。
【００６２】
　塊仮１／α２算出部９２は、第１方向の塊検出を終了していない（ステップＳ４０でＮ
ｏ）と判定した場合、次のラインに移動し、連続検出信号とフラグをリセットし（ステッ
プＳ４２）、ステップＳ２２に戻る。塊仮１／α２算出部９２は、第１方向の塊検出を終
了した（ステップＳ４０でＹｅｓ）と判定した場合、画像表示領域４１毎に第１方向の塊
の仮指標値１／α２を決定し（ステップＳ４４）、本処理を終了する。
【００６３】
　図１０から図１２は、第１方向の塊の仮指標値の算出動作を説明するための説明図であ
る。塊仮１／α２算出部９２は、図９に示す処理を行うことで、図１０に示すように仮指
標値１／α１が高い画素１１４が第１方向に連続している領域１１６を塊と判定すること
ができる。具体的には、領域１１６にあるサンプリング点１１２の仮指標値１／α１を連
続していると判定し、塊であると判定する。なお、仮指標値１／α１が高い画素１１４と
は、彩度が高い画像、例えば、黄色、緑、赤等の原色、またはＲＧＢ、３色のうち２色の



(15) JP 2016-161921 A 2016.9.5

10

20

30

40

50

成分の階調が高く残りの１成分が０に近い画素である。また、塊仮１／α２算出部９２は
、図９に示す処理を行うことで、図１０に示すように仮指標値１／α１が高い画素１１４
が第１方向に連続していない領域１１９に塊がないと判定する。
【００６４】
　図１１は、仮指標値１／α１が高い画素１１４が集合した塊１２２が範囲１２０で囲ま
れた複数の画像表示領域１０４にまたがっている場合を示している。また、図１２は、範
囲１２０を拡大して示している。塊仮１／α２算出部９２は、図９に示す処理を行い、第
１方向の境界に到達したのちも仮指標値１／α１とフラグを持ち越すことで、図１１及び
図１２に示すように塊１２２が隣接する領域１０４から延在している場合でも、実線１２
４で示すように、分割線１０６を超えて、塊の判定結果を第１方向に持ち越すことで、隣
接する画像表示領域１０４での塊を確実に検出することができる。
【００６５】
　第２方向の塊の仮指標値１／α２の算出方法は、第１方向の塊の仮指標値１／α２の算
出方法と同様であるため、フローチャートによる詳細な説明を省略する。
【００６６】
　図１３は、第２方向の塊の仮指標値の算出動作を説明するための説明図である。塊仮１
／α２算出部９２は、第２方向の塊の仮指標値１／α２の算出を行うことで、図１３に示
すように仮指標値１／α１が高い画素１１４が垂直方向に連続している領域１５０、１５
２、１５４の塊を塊と判定することができる。また、塊仮１／α２算出部９２は、第２方
向の塊の仮指標値１／α２の算出を行うことで、仮指標値１／α１が高い画素１１４が第
１方向に連続していない領域１５６、１５８、１５８に塊がないと判定する。
【００６７】
　次に、塊の指標値１／α３の算出処理について説明する。図１４Ａは、塊の指標値の算
出処理を説明するフローチャートである。図１４Ａに示すように、塊の指標値１／α３を
算出する場合、最初に、塊仮１／α２算出部９２は、塊の仮指標値１／α２を算出する（
ステップＳ８０）。ステップＳ８０は、図８で説明した処理である。
【００６８】
　塊の仮指標値１／α２が算出された後、補正値算出部９４は、補正値（ここでは色相補
正値ＣＶ）を算出する(ステップＳ８２)。補正値算出部９４は、塊仮１／α２算出部９２
が検出した塊の情報、及び各画素４８の色相の情報を取得し、塊を構成する画素４８の色
相を算出する。そして、補正値算出部９４は、塊を構成する画素４８の色相に基づき、色
相補正値ＣＶを算出する。
【００６９】
　色相補正値ＣＶは、塊を構成する画素４８の色相に基づいて算出される値であり、塊の
仮指標値１／α２を補正することにより、塊の仮指標値１／α２に基づいて光源ユニット
６０から光が照射された場合光の照射量を、画像が劣化しない範囲で低減するための値で
ある。図１４Ｂは、色相補正値の算出処理の例を説明するための説明図である。図１４Ｂ
は、周方向が色相を示し、径方向が補正量を示している。図１４Ｂに示す補正量は、色相
補正値ＣＶの値であり、塊の仮指標値１／α２が取り得る値の最大値を１００％としてい
る。図１４Ｂの曲線ＣＶ１は、色相毎の色相補正値ＣＶの値を示している。バックライト
からの光照射量が低減した場合、画像の劣化は、色相が青色の方が認識されにくく、色相
が黄色の方が認識されやすい傾向にある。曲線ＣＶ１に示すように、色相補正値ＣＶは、
色相に応じて所定の比率で値が変化し、色相が黄（６０°）から、緑（１２０°）を経て
青（２４０°）に向かうに従って、値が大きくなる。また、色相補正値ＣＶは、色相が黄
（６０°）から、赤（０°）を経て青（２４０°）に向かうに従って、値が大きくなる。
色相補正値ＣＶは、色相が黄の場合が最も小さく５％（塊の仮指標値１／α２が取り得る
値の最大値に対して５％の値）であり、色相が青の場合が最も大きくなり２０％（塊の仮
指標値１／α２が取り得る値の最大値に対して２０％の値）となっている。
【００７０】
　なお、色相補正値ＣＶは、塊の色相毎に異なる値をとるものであれば、任意に設定する
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ことができ、曲線ＣＶ１に示すものに限られない。例えば、色相補正値ＣＶは、人間の眼
に敏感で、かつ、ＣＩＥ２０００色差式における色差判定でも感度が高い黄色において（
色相が黄である場合において）、塊の仮指標値１／α２が取り得る値の最大値の５％以下
とすることが好ましく、人間の眼に鈍感で、かつ、ＣＩＥ２０００色差式における色差判
定でも感度が低い青色において（色相が青である場合において）、色相補正値ＣＶは塊の
仮指標値１／α２が取り得る値の最大値の１０％以上２０％以下とすることが好ましい。
また、色相補正値ＣＶは、色相に応じて離散的に変化してもよい。例えば、色相を連続す
る角度範囲毎に範囲分けし、同一の角度範囲内における色相補正値ＣＶを一定とし、異な
る角度範囲における色相補正値ＣＶを異なるものとしてもよい。この場合においても、黄
色の色相が含まれる角度範囲（例えば３０度から９０度）における色相補正値が最大であ
り、青色の色相が含まれる角度範囲（例えば２１０度から２７０度）における色相補正値
が最小であることが好ましい。
【００７１】
　補正値（ここでは色相補正値ＣＶ）が算出された後、塊１／α３算出部９６は、塊の指
標値１／α３を算出する(ステップＳ８４)。より詳しくは、所定の塊における塊の仮指標
値を１／α２Ａとし、その所定の塊における色相補正値ＣＶの値をＣＶＡとした場合、次
の式（５）に基づき、所定の塊における塊の指標値１／α３Ａを算出する。ステップＳ８
４により、塊の指標値１／α３の算出処理は終了する。
【００７２】
　１／α３Ａ＝１／α２Ａ－ＣＶＡ　・・・（５）
【００７３】
　式（４）が示すように、塊の指標値１／α３は、塊の仮指標値１／α２から、色相補正
値ＣＶの値であるＣＶＡを差し引いた値となる。色相補正値ＣＶは、塊へ照射される光の
照射量を、塊の色相に応じて小さくするための値であるといえる。言い換えれば、塊の指
標値１／α３は、色相に応じて、塊の仮指標値１／α２から光の照射量を小さくした値で
あるといえる。
【００７４】
　信号処理部２０は、このようにして、対象の画像表示領域４１における塊の指標値１／
α３を算出する。
【００７５】
　（低彩度画素の検出処理について）
　次に、低彩度画素４８Ｌの検出処理について説明する。信号処理部２０は、低彩度画素
検出部７４により、対象の画素表示領域４１中の画素４８の彩度の情報を取得し、対象の
画素表示領域４１における低彩度画素４８Ｌを検出する。低彩度画素検出部７４は、彩度
が所定の彩度値よりも小さい画素４８を、低彩度画素４８Ｌとして検出する。
【００７６】
　図１５は、低彩度画素の検出処理の例を説明するための説明図である。図１５は、周方
向が、色相を示し、径方向が彩度を示している。図１５の曲線ＬＳ１は、低彩度画素４８
Ｌの彩度の領域の一例を示している。すなわち、曲線ＬＳ１は、所定の彩度値の一例を示
している。低彩度画素検出部７４は、画素４８の彩度が、曲線ＬＳ１における彩度よりも
小さい場合、その画素４８を、低彩度画素４８Ｌであると判定する。曲線ＬＳ１は、彩度
０の中心点を中心とする円となっている。この一例では、所定の彩度値は、色相毎に同じ
値となっている。図１５の曲線ＬＳ２は、低彩度画素４８Ｌの彩度の領域の他の一例を示
している。すなわち、曲線ＬＳ２は、所定の彩度値の他の一例を示している。低彩度画素
検出部７４は、画素４８の彩度が、曲線ＬＳ２における彩度よりも小さい場合、その画素
４８を、低彩度画素４８Ｌであると判定する。曲線ＬＳ２は、彩度０の中心点を中心とす
る楕円形状となっており、色相が黄である場合が長径となっており、色相が青である場合
が短径となっている。すなわち、この他の一例では、所定の彩度値は、色相毎に異なる値
となっており、所定の彩度値は、色相が黄である場合に最大値となり、色相が青である場
合に最小値となる。例えば、所定の彩度値は、色相が黄色である場合に彩度０．４であり
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、色相が青色である場合に彩度０．２である。このように、所定の彩度値は、色相毎に同
じ値でもよいし、色相に応じて所定の比率で値が変化してもよい。また、色相を連続する
角度範囲毎に範囲分けし、同一の角度範囲内における所定の彩度値を一定とし、異なる角
度範囲における所定の彩度値を異なるものとしてもよい。この場合においても、黄色の色
相が含まれる角度範囲（例えば３０度から９０度）における所定の彩度値が最大であり、
青色の色相が含まれる角度範囲（例えば２１０度から２７０度）における所定の彩度値が
最小であることが好ましい。ただし、所定の彩度値は、以上説明したものに限られず、任
意に設定することができる。
【００７７】
　信号処理部２０は、このように低彩度画素４８Ｌを検出し、上述のように、低彩度画素
数判定部７５により、対象の画素表示領域４１中における低彩度画素４８Ｌの数が、所定
の閾値より大きいかを判定する。
【００７８】
　（画質維持基準値の算出処理）
　次に、画質維持基準値の算出処理について説明する。信号処理部２０は、画質維持基準
値算出部７６により、画質維持基準値を算出する。画質維持基準値算出部７６は、低彩度
画素検出部７４から対象の画素表示領域４１における低彩度画素４８Ｌの情報を取得する
。また、画質維持基準値算出部７６は、仮１／α１算出部７２から、対象の画素表示領域
４１中の画素４８における仮指標値１／α１の情報を取得する。画質維持基準値算出部７
６は、低彩度画素４８Ｌの情報及び仮指標値１／α１の情報から、対象の画素表示領域４
１における低彩度画素４８Ｌの仮指標値１／α１の値を取得する。画質維持基準値算出部
７６は、対象の画素表示領域４１における低彩度画素４８Ｌの仮指標値１／α１の値に基
づき、対象の画素表示領域４１の画質維持基準値を算出する。
【００７９】
　より詳しくは、画質維持基準値算出部７６は、対象の画素表示領域４１における低彩度
画素４８Ｌの複数の仮指標値１／α１のうち、値が最大である仮指標値１／α１を、対象
の画素表示領域４１の画質維持基準値として設定する。言い換えれば、画質維持基準値算
出部７６は、対象の画素表示領域４１における低彩度画素４８Ｌの複数の仮指標値１／α

１のうち、光源ユニット６０の光の照射量を最大にする仮指標値１／α１を、画質維持基
準値として設定する。
【００８０】
　（領域仮指標値の算出処理）
　次に、領域仮指標値１／α４の算出処理について説明する。信号処理部２０は、領域仮
１／α４算出部７７により、所定のアルゴリズムを用いて、対象の画素表示領域４１中の
全画素４８に共通する領域仮指標値１／α４を算出する。ここで、所定のアルゴリズムと
しては、例えば、対象の画素表示領域４１中の各画素４８の仮指標値１／α１の分布を算
出し、仮指標値１／α１の画素が所定画素数以上となり、かつ最も値が大きい仮指標値１
／α１を、領域仮指標値１／α４とする処理を用いることができる。
【００８１】
　（比較光照射量の算出処理）
　次に、比較光照射量１／α５の算出処理について説明する。信号処理部２０は、比較１
／α５部９７により、比較光照射量１／α５を算出する。図１６は、比較光照射量の算出
処理を説明するフローチャートである。
【００８２】
　図１６に示すように、信号処理部２０は、最初に、低彩度画素検出部７４により、対象
の画像表示領域４１における低彩度画素４８Ｌの個数を算出し（ステップＳ９０）、塊１
／α３算出部９６により、対象の画像表示領域４１における塊の指標値１／α３を算出し
（ステップＳ９２）、画質維持基準値算出部７６により、対象の画像表示領域４１におけ
る画質維持基準値を算出する（ステップＳ９４）。ステップＳ９０は、上述のように低彩
度画素検出部７４により行われる。ステップＳ９２は、図１４に示した処理である。ステ
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ップＳ９４は、上述のように、画質維持基準値算出部７６により行われる。ステップＳ９
０、ステップＳ９２、及びステップＳ９４は、互いに同時に行われてもよいし、順番に行
われてもよい。なお、ステップＳ９４は、後述するステップＳ９６の前に行われるもので
あれば、後述するステップＳ９５より後に行われてもよい。
【００８３】
　低彩度画素４８Ｌが算出された後、低彩度画素数判定部７５は、対象の画像表示領域４
１における彩度画素４８Ｌの数が所定の閾値より大きいかを判定する（ステップＳ９５）
。低彩度画素４８Ｌの数が所定の閾値より大きい場合（ステップＳ９５でＹｅｓ）、比較
１／α５部９７は、塊の指標値１／α３が、画質維持基準値よりも大きいかを判定する（
ステップＳ９６）。
【００８４】
　塊の指標値１／α３が画質維持基準値よりも大きい場合（ステップＳ９６でＹｅｓ）、
比較１／α５部９７は、塊の指標値１／α３を、対象の画像表示領域４１における比較光
照射量１／α５として決定する（ステップＳ９８）。
【００８５】
　また、塊の指標値１／α３が画質維持基準値よりも大きくない場合（ステップＳ９６で
Ｎｏ）、すなわち、塊の指標値１／α３が画質維持基準値以下である場合、比較１／α５

部９７は、画質維持基準値を、対象の画像表示領域４１における比較光照射量１／α５と
して決定する（ステップＳ９９）。すなわち、比較１／α５部９７は、低彩度画素４８Ｌ
が所定の閾値より大きい場合、塊の指標値１／α３と画質維持基準値とのうち値が大きい
方（光源ユニット６０による光の照射量が大きい方）を、比較光照射量１／α５とする。
【００８６】
　また、低彩度画素４８Ｌの数が所定の閾値より大きくない場合（ステップＳ９５でＮｏ
）、すなわち、低彩度画素４８Ｌの数が所定の閾値以下である場合、比較１／α５部９７
は、塊の指標値１／α３を、対象の画像表示領域４１における比較光照射量１／α５とし
て決定する（ステップＳ９８）。以上の処理により、比較光照射量１／α５の算出処理は
終了する。
【００８７】
　（光照射量の算出処理）
　次に、光照射量１／α６の算出処理について説明する。信号処理部２０は、１／α６決
定部９８により、光照射量１／α６を算出する。図１７は、光照射量の算出処理を説明す
るフローチャートである。
【００８８】
　図１７に示すように、信号処理部２０は、比較１／α５部９７により、対象の画像表示
領域４１における比較光照射量１／α５を算出し（ステップＳ１００）、領域仮１／α４

算出部７７により、対象の画像表示領域４１における領域仮指標値１／α４を算出する（
ステップＳ１０２）。ステップＳ１００は、図１６に示す処理によって行われ、ステップ
Ｓ１０２は、上述のように領域仮１／α４算出部７７によって行われる。ステップＳ１０
０、及びステップＳ１０２は、後述するステップＳ１０４の前に行われるものであれば、
同時に行われてもよいし、順番に行われてもよい。
【００８９】
　比較光照射量１／α５及び領域仮指標値１／α４が算出された後、１／α６決定部９８
は、比較光照射量１／α５が領域仮指標値１／α４より大きいかを判断する（ステップＳ
１０４）。
【００９０】
　比較光照射量１／α５が領域仮指標値１／α４より大きい場合（ステップＳ１０４でＹ
ｅｓ）、１／α６決定部９８は、比較光照射量１／α５を、光照射量１／α６として決定
する（ステップＳ１０６）。また、比較光照射量１／α５が領域仮指標値１／α４より大
きくない場合（ステップＳ１０４でＮｏ）、すなわち比較光照射量１／α５が領域仮指標
値１／α４以下の値である場合、１／α６決定部９８は、領域仮指標値１／α４を、光照
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射量１／α６として決定する（ステップＳ１０６）。すなわち、１／α６決定部９８は、
比較光照射量１／α５と領域仮指標値１／α４とのうち、値が大きい方（光源ユニット６
０による光の照射量が大きい方）を、光照射量１／α６とする。これにより、光照射量１
／α６の算出処理は終了する。
【００９１】
　１／α６決定部９８は、算出した対象の画素表示領域４１における光照射量１／α６の
情報を、光源駆動部５０に出力する。光源駆動部５０は、対象の画素表示領域４１に光を
照射するサイドライト光源６２の光の照射量を、光照射量１／α６に対応する照射量とな
るように制御する。具体的には、サイドライト光源６２の光の照射量は、光照射量１／α

６の値が大きいほど大きくなり、光照射量１／α６の値が小さいほど小さくなる。
【００９２】
　（出力信号の生成処理）
　次に、出力信号の生成処理について説明する。最初に、信号処理部２０は、α算出部
７９により、光照射量１／α６の値に基づき、対象の画素表示領域４１中の画素４８に共
通する伸長係数α６を算出する。伸長係数α６は、光照射量１／α６の逆数である。
【００９３】
　信号処理部２０は、出力信号生成部８０により、第１副画素４９Ｒの表示階調を決定す
るための第１副画素の出力信号（信号値Ｘ１－（ｐ，ｑ））、第２副画素４９Ｇの表示階
調を決定するための第２副画素の出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ，ｑ））、第３副画素４９
Ｂの表示階調を決定するための第３副画素の出力信号（信号値Ｘ３－（ｐ，ｑ））、及び
第４副画素４９Ｗの表示階調を決定するための第４副画素の出力信号（信号値Ｘ４－（ｐ

，ｑ））を生成し、画像表示パネル駆動部３０に出力する。以下、信号処理部２０による
出力信号の生成処理について、具体的に説明する。
【００９４】
　伸長係数α６を算出した後、信号処理部２０は、出力信号生成部８０により、第４副画
素の出力信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）を、少なくとも第１副画素の入力信号（信号値ｘ１－（

ｐ，ｑ））、第２副画素の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ，ｑ））及び第３副画素の入力信
号（信号値ｘ３－（ｐ，ｑ））に基づいて算出する。より詳しくは、信号処理部２０は、
出力信号生成部８０により、Ｍｉｎ（ｐ，ｑ）と伸長係数αとの積に基づき第４副画素の
出力信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）を求める。具体的には、信号処理部２０は、下記の式（６）
に基づいて信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）を求めることができる。式（６）では、Ｍｉｎ（ｐ，

ｑ）と伸長係数αとの積をχで除しているが、これに限定するものではない。
【００９５】
　Ｘ４－（ｐ，ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ，ｑ）・α６／χ・・・（６）
【００９６】
　ここで、χは表示装置１０に依存した定数である。白色を表示する第４副画素４９Ｗに
は、カラーフィルタが配置されていない。第４色を表示する第４副画素４９Ｗは、同じ光
源点灯量で照射された場合、第１色を表示する第１副画素４９Ｒ、第２色を表示する第２
副画素４９Ｇ、第３色を表示する第３副画素４９Ｂよりも明るい。第１副画素４９Ｒに第
１副画素４９Ｒの出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力され、第２副画
素４９Ｇに第２副画素４９Ｇの出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力さ
れ、第３副画素４９Ｂに第３副画素４９Ｂの出力信号の最大信号値に相当する値を有する
信号が入力されたときの、画素４８又は画素４８の群が備える第１副画素４９Ｒ、第２副
画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体の輝度をＢＮ１－３とする。また、画素４８又
は画素４８の群が備える第４副画素４９Ｗに、第４副画素４９Ｗの出力信号の最大信号値
に相当する値を有する信号が入力されたときの第４副画素４９Ｗの輝度をＢＮ４としたと
きを想定する。すなわち、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの
集合体によって最大輝度の白色が表示され、この白色の輝度がＢＮ１－３で表される。す
ると、χを表示装置１０に依存した定数としたとき、定数χは、χ＝ＢＮ４／ＢＮ１－３

で表される。
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【００９７】
　具体的には、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体に、
次の表示階調の値を有する入力信号として、信号値ｘ１－（ｐ，ｑ）＝２５５、信号値ｘ

２－（ｐ，ｑ）＝２５５、信号値ｘ３－（ｐ，ｑ）＝２５５が入力されたときにおける白
色の輝度ＢＮ１－３に対して、第４副画素４９Ｗに表示階調の値２５５を有する入力信号
が入力されたと仮定したときの輝度ＢＮ４は、例えば、１．５倍である。すなわち、第１
実施形態にあっては、χ＝１．５である。
【００９８】
　次に、信号処理部２０は、出力信号生成部８０により、少なくとも第１副画素の入力信
号（信号値ｘ１－（ｐ，ｑ））及び伸長係数α６に基づいて、第１副画素の出力信号（信
号値Ｘ１－（ｐ，ｑ））を算出し、少なくとも第２副画素の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ

，ｑ））及び伸長係数α６に基づいて第２副画素の出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ，ｑ））
を算出し、少なくとも第３副画素の入力信号（信号値ｘ３－（ｐ，ｑ））及び伸長係数α

６に基づいて第３副画素の出力信号（信号値Ｘ３－（ｐ，ｑ））を算出する。
【００９９】
　具体的には、信号処理部２０は、第１副画素の入力信号、伸長係数α６及び第４副画素
の出力信号に基づいて第１副画素の出力信号を算出し、第２副画素の入力信号、伸長係数
α６及び第４副画素の出力信号に基づいて第２副画素の出力信号を算出し、第３副画素の
入力信号、伸長係数α６及び第４副画素の出力信号に基づいて第３副画素の出力信号を算
出する。
【０１００】
　つまり、信号処理部２０は、χを表示装置１０に依存した定数としたとき、第（ｐ，ｑ
）番目の画素４８（あるいは、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９
Ｂの組）への第１副画素の出力信号値Ｘ１－（ｐ，ｑ）、第２副画素の出力信号値Ｘ２－

（ｐ，ｑ）及び第３副画素の出力信号値Ｘ３－（ｐ，ｑ）を、以下の式（７），（８），
（９）から求める。
【０１０１】
　Ｘ１－（ｐ，ｑ）＝α６・ｘ１－（ｐ，ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ，ｑ）・・・（７）
　Ｘ２－（ｐ，ｑ）＝α６・ｘ２－（ｐ，ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ，ｑ）・・・（８）
　Ｘ３－（ｐ，ｑ）＝α６・ｘ３－（ｐ，ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ，ｑ）・・・（９）
【０１０２】
　このように、信号処理部２０は、各副画素４９の出力信号を生成する。次に、第（ｐ，
ｑ）番目の画素４８における出力信号である信号値Ｘ１－（ｐ，ｑ）、Ｘ２－（ｐ，ｑ）

、Ｘ３－（ｐ，ｑ）、Ｘ４－（ｐ，ｑ）の求め方（伸張処理）のまとめを説明する。次の
処理は、（第１副画素４９Ｒ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第１原色の輝度、
（第２副画素４９Ｇ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第２原色の輝度、（第３副
画素４９Ｂ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第３原色の輝度の比を保つように行
われる。しかも、色調を保持（維持）するように行われる。さらには、階調－輝度特性（
ガンマ特性、γ特性）を保持（維持）するように行われる。また、いずれかの画素４８又
は画素４８の群において、入力信号値のすべてが０である場合又は小さい場合、このよう
な画素４８又は画素４８の群を含めることなく、伸長係数αを求めればよい。
【０１０３】
　（第１工程）
　まず、信号処理部２０は、α６算出部７９により、対象の画像表示領域４１における光
照射量１／α６から、対象の画像表示領域４１における伸長係数α６を算出する。
【０１０４】
　（第２工程）
　次に、信号処理部２０は、第（ｐ，ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ

）を、少なくとも、信号値ｘ１－（ｐ，ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ，ｑ）及び信号値ｘ３－

（ｐ，ｑ）に基づいて求める。第１実施形態にあっては、信号処理部２０は、信号値Ｘ４
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－（ｐ，ｑ）を、Ｍｉｎ（ｐ，ｑ）、伸長係数α６及び定数χに基づいて決定する。より
具体的には、信号処理部２０は、上述したとおり、信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）を、上記の式
（６）に基づいて求める。信号処理部２０は、対象の画像表示領域４１の全画素４８にお
いて信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）を求める。
【０１０５】
　（第３工程）
　その後、信号処理部２０は、第（ｐ，ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ１－（ｐ，

ｑ）を、信号値ｘ１－（ｐ，ｑ）、伸長係数α６及び信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）に基づき求
め、第（ｐ，ｑ）番目の画素４８における信号値Ｘ２－（ｐ，ｑ）を、信号値ｘ２－（ｐ

，ｑ）、伸長係数α６及び信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）に基づき求め、第（ｐ，ｑ）番目の画
素４８における信号値Ｘ３－（ｐ，ｑ）を、信号値ｘ３－（ｐ，ｑ）、伸長係数α６及び
信号値Ｘ４－（ｐ，ｑ）に基づき求める。具体的には、信号処理部２０は、第（ｐ，ｑ）
番目の画素４８における信号値Ｘ１－（ｐ，ｑ）、信号値Ｘ２－（ｐ，ｑ）及び信号値Ｘ

３－（ｐ，ｑ）を、上記の式（７）から（９）に基づいて求める。
【０１０６】
　信号処理部２０は、出力信号生成部８０により、以上の工程で出力信号を生成し、生成
した出力信号を、画像表示パネル駆動部３０に出力する。
【０１０７】
　図１８から図２０は、第１実施形態に係る処理を行った場合の表示を説明するための説
明図である。図１８は、画像表示領域４１に、塊１７１と背景１７２とが表示された場合
を示している。塊１７１は、低彩度画素４８Ｌを含まない塊である。また、背景１７２は
、低彩度画素４８Ｌを含む領域である。画像表示領域４１は、低彩度画素４８Ｌの数が、
所定の閾値より多い。図１８に示すように、塊１７１は、塊の仮指標値１／α２の値が、
１２０である。また、背景１７２は、背景１７２中の画素４８の仮指標値１／α１の最大
値が、低彩度画素４８Ｌにおける仮指標値１／α１の最大値である１００である。また、
画像表示領域４１の領域仮指標値１／α４は、８５である。
【０１０８】
　図１９は、画像表示領域４１に、塊１７１と背景１７２とが表示された場合であって、
第１実施形態の処理を行った場合における、画像表示領域４１の光照射量１／α６の値を
示している。ここで、塊１７１の色相補正値ＣＶを３０とする。塊１７１の塊の指標値１
／α３は、塊の仮指標値１／α２から色相補正値ＣＶを引いた値である９０となる。また
、画質維持基準値は、低彩度画素４８Ｌにおける仮指標値１／α１の最大値である１００
となる。従って、画像表示領域４１の比較光照射量１／α５は、塊の指標値１／α３と画
質維持基準値とのうち大きい方である画質維持基準値の１００となる。そして、画像表示
領域４１の光照射量１／α６は、比較光照射量１／α５と領域仮指標値１／α４とのうち
大きい方である比較光照射量１／α５の１００となる。図１９に示すように、塊１７１と
背景１７２とは、共通する光照射量１／α６となり、値が１００となる。
【０１０９】
　ここで、低彩度画素４８Ｌが表示する色の画質が維持されるとした基準値である画質維
持基準値は、１００である。言い換えれば、入力信号に対応した色を表示させるために低
彩度画素４８Ｌに必要な光照射量１／α６（光源ユニット６０の光の照射量）は、１００
である。上述のように、第１実施形態の処理を行った場合において、光照射量１／α６は
１００となる。従って、第１実施形態の処理を行った場合、低彩度画素４８Ｌに必要な光
の照射量が確保され、低彩度画素４８Ｌが表示する色の輝度が低下することが抑制され、
画像の劣化が抑制される。
【０１１０】
　図２０は、画像表示領域４１Ｘに塊１７１Ｘと背景１７２Ｘとが表示された場合であっ
て、比較例の処理を行った場合における、画像表示領域４１Ｘの光照射量１／α６の値を
示している。塊１７１Ｘと背景１７２Ｘとは、塊１７１と背景１７２と同じ入力信号が入
力されている。ただし、比較例の処理は、画質維持基準値を算出せず、塊１７１Ｘの塊の
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指標値１／α３を、比較光照射量１／α５としている。すなわち、比較例における比較光
照射量１／α５は、塊１７１Ｘの塊の指標値１／α３であり、値は９０となる。また、画
像表示領域４１Ｘの領域仮指標値１／α４は、８５である。従って、比較例における画像
表示領域４１Ｘの光照射量１／α６は、値が９０となる。図２０が示すように、塊１７１
Ｘと背景１７２Ｘとは、共通する光照射量１／α６となり、値が９０となる。
【０１１１】
　画像表示領域４１Ｘにおいても、入力信号に対応した色を表示させるために低彩度画素
４８Ｌに必要な光照射量１／α６（光源ユニット６０の光の照射量）は、１００である。
しかし、比較例においては、光照射量１／α６は９０となる。従って、比較例に係る処理
を行った場合、低彩度画素４８Ｌに必要な光の照射量が確保されず、低彩度画素４８Ｌが
表示する色の輝度が低下するおそれがある。一方、上述のように、第１実施形態での処理
によると、低彩度画素４８Ｌが表示する色の輝度が低下することが抑制される。特に、低
彩度画素４８Ｌは、彩度が低いため、輝度の低下が観察者に認識されやすい。従って、第
１実施形態に係る表示装置１０は、低彩度画素４８Ｌの輝度が低下することを抑制するた
め、画像の劣化を好適に抑制することができる。
【０１１２】
　以上説明したように、第１実施形態に係る表示装置１０は、低彩度画素検出部７４によ
り、対象の画像表示領域４１における低彩度画素４８Ｌを検出する。そして、表示装置１
０は、光照射量算出部７８により、低彩度画素検出部７４の検出結果と、低彩度画素４８
Ｌが表示する色の画質が維持されるとした画質維持基準値と、対象の画像表示領域４１に
含まれる画素４８の仮指標値１／α１に基づいた指標値とに基づき、対象の画像表示領域
４１の比較光照射量１／α５を算出し、比較光照射量１／α５に基づき光照射量１／α６

を算出する。表示装置１０は、低彩度画素検出部７４の検出結果と、画質維持基準値と、
指標値とに基づき、光照射量１／α６を算出し、光源ユニット６０が、光照射量１／α６

に対応した照射量で、対象の画像表示領域４１に光を照射する。従って、表示装置１０は
、低彩度画素４８Ｌの輝度が低下することを抑制するため、画像の劣化を好適に抑制する
ことができる。
【０１１３】
　また、表示装置１０は、塊仮１／α２算出部９２により、仮指標値１／α１が複数の画
素４８において連続するかを判定し、仮指標値１／α１が連続すると判定した場合、連続
する画素４８の領域を塊と判定し、連続する画素の仮指標値１／α１を塊の仮指標値１／
α２に決定する。さらに、指標値は、この塊の仮指標値１／α２に基づき算出される。従
って、表示装置１０は、例えば塊の仮指標値１／α２が大きい場合に、この塊に対して光
の照射量が不足することを抑制するため、画質の劣化を抑制することができる。
【０１１４】
　また、表示装置１０において、光照射量算出部７８は、低彩度画素４８Ｌの数が所定の
閾値より大きい場合は、指標値と画質維持基準値とのうち光の照射量が大きい方の値を比
較光照射量１／α５とする。そして、光照射量算出部７８は、低彩度画素４８Ｌの数が所
定の閾値以下である場合は、指標値を比較光照射量１／α５とする。表示装置１０は、低
彩度画素４８Ｌの数が多い場合は、指標値と画質維持基準値とのうち光の照射量が大きい
方の値に基づき光照射量１／α６を決定する。従って、表示装置１０は、低彩度画素４８
Ｌの数が多く、画像の劣化が認識されやすい場合は、光の照射量が小さくなることを抑制
し、画像の劣化を抑制する。また、表示装置１０は、低彩度画素４８Ｌの数が少なく、画
像の劣化が認識されにくい場合は、指標値に基づいて光の照射量を適切に調整して、消費
電力の削減を行うことができる。
【０１１５】
　また、表示装置１０は、塊の仮指標値１／α２及び補正値に基づいて塊の指標値１／α

３を算出し、指標値を、塊の指標値１／α３に基づき算出する。表示装置１０は、塊の指
標値１／α３を、補正値により色相に応じて適切に小さくすることができるため、消費電
力をより適切に低減しつつ、画質の劣化を抑制することができる。ただし、表示装置１０
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は、補正値及び塊の指標値１／α３を算出せず、塊の仮指標値１／α２を指標値としても
よい。
【０１１６】
　また、表示装置１０は、領域仮指標値１／α４を算出し、比較光照射量１／α５と領域
仮指標値１／α４とのうち光の照射量が大きい方の値を光照射量１／α６とする。従って
、表示装置１０は、光の照射量が小さくなりすぎることを抑制し、画質の劣化をより好適
に抑制することができる。
【０１１７】
　また、表示装置１０は、低彩度画素４８Ｌにおける仮指標値１／α１のうち、光の照射
量を最大にする仮指標値１／α１を、画質維持基準値とする。従って、表示装置１０は、
光照射量１／α６が、低彩度画素４８Ｌが必要とする光の照射量より小さくなることを抑
制し、画質の劣化をより好適に抑制することができる。
【０１１８】
　画質維持基準値は、低彩度画素４８Ｌが表示する色の画質が維持されるとした基準値で
あれば、低彩度画素４８Ｌにおける仮指標値１／α１に基づき算出されなくてもよい。こ
の場合、画質維持基準値は、低彩度画素４８Ｌが表示する色が暗くなるとの認識を抑制す
る程度に大きいものであればよい。画質維持基準値は、例えば所定の定数であってもよく
、１／（１＋χ）であってもよい。この場合、光照射量１／α６は、画質維持基準値であ
る１／（１＋χ）以上の値となる。従って、低彩度画素４８Ｌは、彩度がゼロである場合
でも、光照射量１／α６が低彩度画素４８Ｌの必要とする光の照射量より小さくなること
はない。この場合においても、表示装置１０は、光の照射量が小さくなりすぎることを抑
制し、画質の劣化をより好適に抑制することができる。なお、１／（１＋χ）という値は
、画素４８の彩度がゼロ（無彩色）であっても、光照射量１／α６が低彩度画素４８Ｌの
必要とする光の照射量より小さくなることはない値である。
【０１１９】
　また、表示装置１０は、第４副画素４９Ｗを有し、伸長係数α６により伸長処理を行う
。従って、表示装置１０は、画像の劣化を抑制しつつ、光源ユニット６０の光の照射量を
抑制して消費電力を削減することができる。
【０１２０】
　（第２実施形態）
　次に、第２実施形態について説明する。第２実施形態に係る表示装置１０ａは、画質維
持基準値の算出方法が、第１実施形態に係る表示装置１０とは異なる。第２実施形態に係
る表示装置１０ａの第１実施形態に係る表示装置１０と構成が共通する箇所は、説明を省
略する。
【０１２１】
　第２実施形態に係る画質維持基準値算出部７６ａは、低彩度画素４８Ｌの仮指標値１／
α１を度数分布により階級分けして、低彩度画素４８Ｌを階級毎に分類することにより、
画質維持基準値を算出する。表１は、低彩度画素４８Ｌの分類の一例を説明する表である
。
【０１２２】
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【表１】

【０１２３】
　表１に示すように、画質維持基準値算出部７６ａは、仮指標値１／α１がとり得る数値
範囲を、複数の画素群（階級）に分けている。より詳しくは、複数の画素群は、数値群１
、数値群２、数値群３、・・・、数値群ｎ－１、数値群ｎのｎ個の画素群の階級からなる
。表１の例では、低彩度画素４８Ｌの仮指標値１／α１は、０から１までの数値をとり得
る。また、数値群１は、０以上であり０．１より小さい数値範囲を有している。数値群２
は、０．１以上であり０．２より小さい数値範囲を有している。数値群３は、０．２以上
であり０．３より小さい数値範囲を有している。数値群ｎ－１は、０．８以上であり０．
９より小さい数値範囲を有している。数値群ｎは、０．９から１までの数値範囲を有して
いる。すなわち、表１の例では、全数値群（数値群１、数値群２、数値群３、・・・、数
値群ｎ－１、数値群ｎ）は、低彩度画素４８Ｌの仮指標値１／α１がとり得る数値範囲で
ある０から１までの数値範囲に対応している。
【０１２４】
　画質維持基準値算出部７６ａは、対象の画像表示領域４１における低彩度画素４８Ｌの
仮指標値１／α１を、度数分布により複数の画素群（階級）に階級分けする。言い換えれ
ば、画質維持基準値算出部７６ａは、低彩度画素４８Ｌの仮指標値１／α１が数値範囲内
に含まれる数値群を検出する。これにより、画質維持基準値算出部７６ａは、低彩度画素
４８Ｌを、数値群毎に分類する。画質維持基準値算出部７６ａは、対象の画像表示領域４
１における全ての低彩度画素４８Ｌについて分類を行う。表１の例では、数値群１に分類
された低彩度画素４８Ｌ、すなわち仮指標値１／α１が０以上０．１以下である低彩度画
素４８Ｌは、５０個である。また、数値群２に分類された低彩度画素４８Ｌの数は、１０
個である。また、数値群３に分類された低彩度画素４８Ｌの数は、４０個である。また、
数値群ｎ－１に分類された低彩度画素４８Ｌの数は、３０個である。また、数値群ｎに分
類された低彩度画素４８Ｌの数は、１５個である。なお、数値群３と数値群ｎ－１との間
の数値群に関連付けられた低彩度画素４８Ｌの数は、２０個より小さいとする。
【０１２５】
　画質維持基準値算出部７６ａは、各数値群について、分類された低彩度画素４８Ｌの数
が所定の画素数以上であるかを判定して、分類された低彩度画素４８Ｌの数が所定の画素
数以上である数値群を検出する。ここで、表１の例では、所定の画素数を、２０個とする
。従って、表１の例では、分類された低彩度画素４８Ｌの数が所定の画素数以上である数
値群は、数値群１、数値群３、及び数値群ｎ－１となる。
【０１２６】
　画質維持基準値算出部７６ａは、低彩度画素４８Ｌの数が所定の画素数以上である数値
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群のうち、数値範囲中に含有する数値が最大の数値群である最大数値群を選択する。すな
わち、表１の例では、数値群ｎ－１が、最も数値が大きいため、画質維持基準値算出部７
６ａは、数値群ｎ－１を最大数値群として選択する。そして、画質維持基準値算出部７６
ａは、最大数値群の数値範囲に含有される数値を、画質維持基準値とする。より詳しくは
、画質維持基準値算出部７６ａは、最大数値群の数値範囲中の最大の数値を、画質維持基
準値とする。すなわち、表１の例では、画質維持基準値算出部７６ａは、数値群ｎ－１中
の最大の数値である、０．９が画質維持基準値となる。なお、画質維持基準値は、最大数
値群の数値範囲中の数値であれば、その中の最大値でなくてもよい。また、表１は、低彩
度画素４８Ｌの分類の一例であり、数値群の数、数値範囲は、任意に選択することができ
る。
【０１２７】
　以上のように、画質維持基準値算出部７６ａは、仮指標値１／α１のとり得る数値範囲
を、複数の階級に分ける。画質維持基準値算出部７６ａは、低彩度画素４８Ｌの仮指標値
１／α１を、度数分布により複数の階級に階級分けすることにより、低彩度画素４８Ｌを
階級毎に分類する。画質維持基準値算出部７６ａは、分類された低彩度画素４８Ｌの数が
所定の画素数以上である階級（数値群）を検出する。また、画質維持基準値算出部７６ａ
は、検出した階級（数値群）のうち、数値範囲中に含有される数値が最大である最大階級
（最大数値群）を選択する。画質維持基準値算出部７６ａは、選択した最大階級（最大数
値群）の数値範囲に含有される数値を画質維持基準値とする。従って、第２実施形態に係
る表示装置１０ａは、仮指標値１／α１が大きい低彩度画素４８Ｌがあっても、その数が
少なければ、それよりも小さい仮指標値１／α１を有する低彩度画素４８Ｌに基づき、光
源ユニット６０の光の照射量を決定する。従って、第２実施形態に係る表示装置１０ａは
、仮指標値１／α１が大きく、数が少ない低彩度画素４８Ｌがある場合、光源ユニット６
０の光の照射量を好適に低減し、消費電力を削減することができる。また、仮指標値１／
α１が大きい低彩度画素４８Ｌは数が少ないため、輝度の低下が認識されにくく、画像の
劣化も抑制することができる。
【０１２８】
　第１実施形態、第２実施形態で説明したように、低彩度画素４８Ｌにおける仮指標値１
／α１に基づき算出されることが好ましいが、この算出方法は任意である。画質維持基準
値は、低彩度画素４８Ｌが表示する色の画質が維持されるとした基準値であり、低彩度画
素４８Ｌの表示色の劣化を抑制する程度に値が大きいものであればよい。
【０１２９】
　（第３実施形態）
　次に、第３実施形態について説明する。第３実施形態に係る表示装置１０ｂは、低彩度
画素４８Ｌの塊検出を行う点で、第１実施形態に係る表示装置１０とは異なる。第３実施
形態に係る表示装置１０ｂの第１実施形態に係る表示装置１０と構成が共通する箇所は、
説明を省略する。
【０１３０】
　図２１は、第３実施形態に係る信号処理部の構成を示すブロック図である。図２１に示
すように、第３実施形態に係る信号処理部２０ｂは、塊算出部７３ｂと低彩度画素検出部
７４ｂとを有する。また、塊算出部７３ｂは、塊仮１／α２算出部９２ｂと、補正値算出
部９４ｂと、塊１／α３算出部９６ｂとを有する。また、信号処理部２０ｂは、低彩度画
素数判定部７５、及び画質維持基準値算出部７６を有さない。
【０１３１】
　塊仮１／α２算出部９２ｂは、第１実施形態に係る塊仮１／α２算出部９２と同様の方
法で、対象の画像表示領域４１中の塊を検出し、塊の仮指標値１／α２を算出する。さら
に、塊仮１／α２算出部９２ｂは、低彩度画素検出部７４ｂから、低彩度画素４８Ｌの検
出結果、すなわちどの画素４８が低彩度画素４８Ｌであるかの情報を取得する。塊の仮指
標値１／α２は、塊が複数検出された場合は、検出した複数の塊の仮指標値１／α２の中
での最大値である。第３実施形態においては、このように最大値である塊の仮指標値１／
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α２を算出することに加え、最大値でなくても、検出した塊が低彩度画素４８Ｌの画素群
である場合は、この低彩度画素４８Ｌの塊についても、塊の仮指標値１／α２を算出する
。以下、低彩度画素４８Ｌの塊の仮指標値を、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌと記
載する。塊仮１／α２算出部９２ｂは、塊の仮指標値１／α２と、低彩度画素の塊の仮指
標値１／α２Ｌとを算出する。
【０１３２】
　次に、信号処理部２０ｂによる比較光照射量１／α５に算出処理について、フローチャ
ートに基づき説明する。図２２は、第３実施形態に係る信号処理部による比較光照射量の
算出処理を説明するフローチャートである。
【０１３３】
　図２２に示すように、まず、塊仮１／α２算出部９２ｂは、対象の画像表示領域４１に
おける塊の仮指標値１／α２と、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌとを算出する（ス
テップＳ１１０）。
【０１３４】
　塊の仮指標値１／α２と低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌとが算出された、塊１／
α３算出部９６ｂは、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ＞塊の仮指標値１／α２であ
るかを判断する（ステップＳ１１２）。
【０１３５】
　低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ＞塊の仮指標値１／α２である場合（ステップＳ
１１２でＹｅｓ）、比較１／α５部９７は、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌを、比
較光照射量１／α５とする（ステップＳ１１４）。この場合、比較１／α５部９７は、低
彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌの情報を取得し、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２

Ｌを比較光照射量１／α５とする。
【０１３６】
　低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ＞塊の仮指標値１／α２でない場合（ステップＳ
１１２でＮｏ）、すなわち、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ≦塊の仮指標値１／α

２である場合、塊１／α３算出部９６ｂは、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ＞塊の
指標値１／α３であるかを判断する（ステップＳ１１６）。言い換えれば、この場合、塊
１／α３算出部９６ｂは、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌを、塊の仮指標値１／α

２と比較した後、さらに、塊の仮指標値１／α２を補正値により補正した塊の指標値１／
α３とも比較する。
【０１３７】
　低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ＞塊の指標値１／α３である場合（ステップＳ１
１６でＹｅｓ）、ステップＳ１１４に移り、比較１／α５部９７は、低彩度画素の塊の仮
指標値１／α２Ｌを、比較光照射量１／α５とする。
【０１３８】
　低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ＞塊の指標値１／α３でない場合（ステップＳ１
１６でＮｏ）、すなわち、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌ≦塊の指標値１／α３で
ある場合、比較１／α５部９７は、塊の指標値１／α３を、比較光照射量１／α５とする
（ステップＳ１１８）。この場合、比較１／α５部９７は、塊の指標値１／α３の情報を
取得し、塊の指標値１／α３を比較光照射量１／α５とする。これにより、比較光照射量
１／α５の算出処理は終了する。以上の処理を纏めると、信号処理部２０ｂは、低彩度画
素の塊の仮指標値１／α２Ｌと、塊の指標値１／α３とのうち、値が大きい（光源ユニッ
ト６０による光の照射量が大きい）法を、比較光照射量１／α５とする。信号処理部２０
ｂは、以後は、第１実施形態と同様の方法で、光照射量１／α６を算出し、出力信号を生
成する。
【０１３９】
　図２３は、第３実施形態に係る処理を行った場合の表示を説明するための説明図である
。図２３は、画像表示領域４１ｂに、塊１７１ｂと塊１７３ｂとが表示された場合を示し
ている。塊１７１ｂは、低彩度画素４８Ｌを含まない塊である。また、塊１７３ｂは、低
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彩度画素４８Ｌからなる塊である。図２３に示すように、塊１７１ｂは、塊の仮指標値１
／α２の値が、１２０である。また、塊１７３ｂは、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２

Ｌの値が、１００である。
【０１４０】
　ここで、塊１７１ｂの補正値を３０とする。塊１７１ｂの塊の指標値１／α３は、塊の
仮指標値１／α２から補正値を引いた値である９０となる。画像表示領域４１ｂの比較光
照射量１／α５は、塊の指標値１／α３と低彩度画素の塊の仮指標値１／α２とのうちの
大きい方の値である、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２の値１００となる。従って、第
３実施形態の処理を行った場合においても、低彩度画素４８Ｌに必要な光の照射量が確保
され、低彩度画素４８Ｌが表示する色の輝度が低下することが抑制され、画像の劣化が抑
制される。
【０１４１】
　以上のように、第３実施形態に係る表示装置１０ｂは、低彩度画素の塊の仮指標値１／
α２Ｌを算出する。そして、表示装置１０ｂは、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌと
、塊の指標値１／α３とのうち、値が大きい（光源ユニット６０による光の照射量が大き
い）方を、比較光照射量１／α５とする。言い換えれば、表示装置１０ｂは、第１実施形
態における画質維持基準値を、低彩度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌとしている。そのた
め、第３実施形態に係る塊算出部７３ｂは、低彩度画素４８Ｌからなる塊を検出し、低彩
度画素の塊の仮指標値１／α２Ｌを画質維持基準値として、光照射量算出部７８は、指標
値と画質維持基準値とのうち光の照射量が大きい方の値を比較光照射量１／α５とする。
従って、第３実施形態に係る表示装置１０ｂは、低彩度画素４８Ｌが表示する色の輝度が
低下することを抑制し、画像の劣化を抑制する。
【０１４２】
　（変形例）
　次に、実施形態１の変形例について説明する。変形例に係る表示装置１０ｃは、補正値
の算出方法が、実施形態１とは異なる。変形例に係る補正値算出部９４ｄは、塊の仮指標
値１／α２を補正するための補正値ＣＶｄを、図１４Ｂに示す曲線ＣＶ１に示す色相補正
値ＣＶと、補正値調整項ＣＶｘに基づき算出する。すなわち、実施形態１においては、塊
の仮指標値１／α２を補正するための補正値は色相補正値ＣＶであったが、変形例におい
ては、塊の仮指標値１／α２を補正するための補正値は補正値ＣＶｄである。
【０１４３】
　補正値調整項ＣＶｘは、塊の仮指標値１／α２の値に応じて色相補正値ＣＶの値を調整
するための調整項である。補正値調整項ＣＶｘは、塊の仮指標値１／α２の値に応じて値
が変化する。図２４は、補正値調整項の算出処理の例を説明するための説明図である。図
２４の横軸は、塊の仮指標値１／α２の値であり、縦軸は、補正値調整項ＣＶｘの値であ
る。図２４に示す曲線ＣＶ２は、塊の仮指標値１／α２の値毎の補正値調整項ＣＶｘの値
を示す。曲線ＣＶ２に示すように、補正値調整項ＣＶｘの値は、塊の仮指標値１／α２の
値が０以上所定値ｔ１以下において、１である。補正値調整項ＣＶｘの値は、塊の仮指標
値１／α２の値が所定値ｔ１から所定値ｔ２に向かうに従って、１から所定の値Ｔまで大
きくなる。また、補正値調整項ＣＶｘの値は、塊の仮指標値１／α２の値が所定値ｔ２か
ら所定値ｔ３に向かうに従って、所定の値Ｔから１まで小さくなる。補正値調整項ＣＶｘ

の値は、塊の仮指標値１／α２の値が所定値ｔ３以上においては、１である。ここで、所
定値ｔ１、ｔ２、ｔ３の数値は、所定値ｔ１が０より大きく、所定値ｔ２が所定値ｔ１よ
り大きく、所定値ｔ３が所定値ｔ２より大きければ任意の値にすることができる。また、
所定の値Ｔも、１より大きい値であれば、数値は任意である。また、補正値調整項ＣＶｘ

の値は、塊の仮指標値１／α２の値が所定値ｔ１より大きく所定値ｔ３より小さい場合に
、１より大きくなるものであれば、その値は任意である。
【０１４４】
　変形例に係る補正値算出部９４ｄは、図１４Ｂに示す曲線ＣＶ１に示す補正値ＣＶと、
図２４の曲線ＣＶ２に示す補正値調整項ＣＶｘの値とに基づき、補正値ＣＶｄを算出する
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。具体的には、補正値算出部９４ｄは、所定の塊における補正値調整項の値をＣＶＡとし
、その所定の塊における補正値調整項ＣＶｘの値をＣＶＸＡとしたた場合、次の式（１０
）に基づき、補正値ＣＶｄを算出する。
【０１４５】
　ＣＶｄ＝ＣＶＡ・ＣＶＸＡ　・・・（１０）
【０１４６】
　式（１０）が示すように、補正値ＣＶｄは、色相補正値ＣＶの値に補正値調整項ＣＶｘ

の値を乗じたものとなる。変形例に係る表示装置１０ｃは、上述の式（５）において色相
補正値ＣＶの代わりに補正値ＣＶｄを用いて、塊の指標値１／α３を算出する。
【０１４７】
　補正値調整項ＣＶｘは、塊の仮指標値１／α２の値が中間の値であるｔ１からｔ３の間
にある場合に、値が１より大きくなる。補正値ＣＶｄは、塊の仮指標値１／α２の値が中
間の値にある場合において、色相補正値ＣＶより大きくなる。すなわち、補正値調整項Ｃ
Ｖｘは、塊の仮指標値１／α２の値が中間の値である場合に、補正値を大きくするための
値である。変形例に係る補正値算出部９４ｄは、塊の仮指標値１／α２の値が中間の値に
ある場合において補正値を大きくすることができるため、塊の指標値１／α３をより適切
に小さくし、消費電力をより適切に低減しつつ、画質の劣化を抑制することができる。
【０１４８】
　（適用例）
　次に、図２５及び図２６を参照して、第１実施形態で説明した表示装置１０の適用例に
ついて説明する。図２５及び図２６は、第１実施形態に係る表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。第１実施形態に係る表示装置１０は、図２５に示すカーナビゲー
ションシステム、テレビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ
、図２６に示す携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなどのあらゆる分野の電
子機器に適用することが可能である。言い換えると、第１実施形態に係る表示装置１０は
、外部から入力された映像信号あるいは内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像と
して表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。電子機器は、表示装
置に映像信号を供給し、表示装置の動作を制御する制御装置１１（図１参照）を備える。
なお、本適用例は、第１実施形態に係る表示装置１０以外でも、以上説明した他の実施形
態に係る表示装置にも適用できる。
【０１４９】
　図２５に示す電子機器は、第１実施形態に係る表示装置１０が適用されるカーナビゲー
ション装置である。表示装置１０は、自動車の車内のダッシュボード３００に設置される
。具体的にはダッシュボード３００の運転席３１１と助手席３１２の間に設置される。カ
ーナビゲーション装置の表示装置１０は、ナビゲーション表示、音楽操作画面の表示、又
は、映画再生表示等に利用される。
【０１５０】
　図２６に示す電子機器は、第１実施形態に係る表示装置１０が適用される携帯型コンピ
ュータ、多機能な携帯電話、音声通話可能な携帯コンピュータまたは通信可能な携帯コン
ピュータとして動作し、いわゆるスマートフォン、タブレット端末と呼ばれることもある
、情報携帯端末である。この情報携帯端末は、例えば筐体５６２の表面に表示部５６１を
有している。この表示部５６１は、第１実施形態に係る表示装置１０と外部近接物体を検
出可能なタッチ検出（いわゆるタッチパネル）機能とを備えている。
【０１５１】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、これらの実施形態の内容によりこれらの実施形
態が限定されるものではない。また、前述した構成要素には、当業者が容易に想定できる
もの、実質的に同一のもの、いわゆる均等の範囲のものが含まれる。さらに、前述した構
成要素は適宜組み合わせることが可能である。さらに、前述した実施形態の要旨を逸脱し
ない範囲で構成要素の種々の省略、置換又は変更を行うことができる。
【符号の説明】
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【０１５２】
　１０　表示装置
　２０　信号処理部
　３０　画像表示パネル駆動部
　４０　画像表示パネル
　４８　画素
　４８Ｌ　低彩度画素
　５０　光源駆動部
　６０　光源ユニット
　７１　仮α１算出部
　７２　仮１／α１算出部
　７４　低彩度画素検出部
　７５　低彩度画素数判定部
　７６　画質維持基準値算出部
　７７　領域仮１／α４算出部
　７８　光照射量算出部
　９２　塊仮１／α２算出部
　９４　補正値算出部
　９６　塊１／α３算出部
　９７　比較１／α５部
　９８　１／α６決定部
　１／α１　仮指標値
　１／α２　塊の仮指標値
　１／α３　塊の指標値
　１／α４　領域仮指標値
　１／α５　比較光照射量
　１／α６　光照射量
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【図１０】 【図１１】
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【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】

【図１５】

【図１６】 【図１７】



(34) JP 2016-161921 A 2016.9.5

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】
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